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大口町の財政は健全なのか？ P3

P8
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P36

支援活動が始まりました

大口町の人事行政全般についてお知らせします

12月3日（水）から9日（火）は障害者週間です

まちの達人　山本孝広さん

●好景気の影響を受け、町税収入が過去最高に●大口中学校建設に歳
出全体の 3 割を支出●大口町の財政が健全である根拠

大口中学校　学校支援地域本部活動報告

町職員の給与、定員管理等の状況

障がいのある方の自立と社会参加に対する理解を深めましょう

介護の仕事って言葉では言い表せない喜びが、たくさんあるんですよ

平成 19年度　決算報告

ダッシュマンも一緒に植樹♪
「植樹イベント　ふるさとの森づくり」
（35ページ）



日 月 火 水 木 金 土

14 15 16 17 18 19 20

7 8 9 10 11 12 13

28 29 30 31 1/1 2 3

21 22 23 24 25 26 27

11/30 12/1 2 3 4 5 6

大川外科胃腸科
クリニック

やまだクリニック

山田外科内科 すずいクリニック

柳瀬医院 石田整形外科 さくら病院 今井医院 さくら病院 みずの整形外科
伊藤整形・内科
クリニック

・健康相談（17）
・口腔相談（17）
・生ポリオワクチン（16）
・さくら大学（27）

・愛知県市町村対抗駅伝（7）・子育て相談室（17）
・人権行政相談（27）

・健康相談（17）
・口腔相談（17）

・4か月児健診（17）
・ブックスタート（25）
・家庭児童相談（26）
・心配ごと相談（26）
・登記相談（26）

・子育てinふそう（7）
・クリスマスおはなし会（25）
・ペアdeヨガ（29）

・10か月児健診（17）
・歩く健康のつどい（17）
・しなやかお達者の会豊田（17）
・中保園庭開放（23）

・しなやかお達者の会余野（17）

・健康相談（17）
・口腔相談（17）
・ひだまりの会（17）
・ＢＣＧ（16）

・花もちづくり（28） ・家庭児童相談（26）
・心配ごと相談（26）
・消費生活相談（26）

・3歳児健診（17）
・心配ごと相談（26）

・南保園庭開放（23）
・西保園庭開放（23）

・プレママ交流会（17）
・フレッシュママの会（17）
・健康相談（17）
・口腔相談（17）

・1歳6か月児健診（17）
・しなやかお達者の会余野（17）
・しなやかお達者の会豊田（17）
・北保園庭開放（23）

・子育て相談室（17）
・法律相談（26）

・歯科健診（17）
・もぐもぐ教室（17）
・心配ごと相談（26）
・多重債務者相談（26）

・普通救命講習会（14）
・サラサとルルジ（29）

・母子健康手帳交付説明会（17）
・厚生年金相談（26）

・母子健康手帳交付説明会（17）
・厚生年金相談（26）

・サラサとルルジ（29） ・朝市年内最終日（28）

役場業務休業

役場業務休業（1/4まで）
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※（ ）内はページ数です ※児童センターの行事予定については「児童センターだより」をご覧ください

税務課収納窓口の延長 19日（金）午後7時まで
開設 7日（日）、21日（日）午前10時から午後2時

●固定資産税（3期）●下水道受益者負担金（3期）
●国民健康保険税（8期）●介護保険料（8期）
●後期高齢者医療保険料（6期）

納期限：12月25日（木）

携帯電話からの登録方法
携帯電話から下記メールアドレスへ空メールをお送り

ください。送信された携帯電話のメールアドレスあてに
「本登録」の手順をご案内します。

oguchi@entry.mail-dpt.jp

※QRコードを使用できる機種をお持
ちの方は右のQRコードをお使いく
ださい。

あなたのお手元に災害時の緊急情報をお知らせする！

あんしん・安全ねっとあんしん・安全ねっと
防災・防犯メール配信サービス

生活課
窓口延長日

10日（水）
24日（水）

午後7時まで

業務内容：住民票、印鑑登録証明
戸籍証明書（謄本、抄本のみ）の発行、印鑑登録事務

月 日 病院・医院名 電 話
12月7日 やまだクリニック 94-1333
14日 大川外科胃腸科クリニック 92-3155
21日 山田外科内科 93-5533
23日 すずいクリニック 96-1114
28日 柳瀬医院 93-5858
29日 石田整形外科 92-1100
30日 伊藤整形・内科クリニック 92-3388
31日 さくら病院 95-6711

1月1日 今井医院 95-2534
2日 さくら病院 95-6711
3日 みずの整形外科 94-2210
4日 かつし家庭医療医院 92-3320
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特

集

「
大
口
町
の
財
政
は
健
全
な
の
か
？
」

結
論
か
ら
言
え
ば
「
健
全
で
あ
る
」
と

い
え
る
で
し
ょ
う
。
こ
の
健
全
な
財
政
力

は
、
先
人
た
ち
が
築
い
て
き
た
企
業
誘
致

な
ど
の
努
力
の
上
に
な
り
た
っ
て
い
ま
す
。

平
成
１９
年
度
の
決
算
で
は
、
町
税
６４
億

円
、
う
ち
法
人
町
民
税
２２
億
円
と
い
う
過

去
最
高
額
の
税
収
を
記
録
し
ま
し
た
。
こ

れ
は
、
好
景
気
に
よ
り
町
内
企
業
の
業
績

が
向
上
し
た
こ
と
に
よ
る
も
の
と
い
え
ま

す
。し

か
し
、
こ
の
よ
う
な
税
収
額
が
い
つ

ま
で
も
続
く
と
は
限
り
ま
せ
ん
。
ア
メ
リ

カ
の
サ
ブ
プ
ラ
イ
ム
ロ
ー
ン
問
題
に
端
を

発
し
た
金
融
危
機
は
、
確
実
に
日
本
経
済

に
も
影
を
落
と
し
始
め
て
い
ま
す
。

税
収
の
３
割
以
上
を
法
人
町
民
税
で
占

め
る
大
口
町
で
は
、
企
業
の
業
績
は
町
の

財
政
に
大
き
な
影
響
を
与
え
ま
す
。
無
駄

な
支
出
を
省
い
た
効
率
的
な
行
政
運
営
が

基
盤
に
な
け
れ
ば
、
い
く
ら
収
入
が
多
く

て
も
や
が
て
破
綻
し
て
し
ま
う
で
し
ょ
う
。

現
在
４６
歳
の
大
口
町
が
、
６０
歳
、
７０
歳

に
な
っ
て
も
健
康
で
い
ら
れ
る
よ
う
、
余

力
の
あ
る
う
ち
か
ら
健
康
的
な
生
活
習
慣

を
身
に
付
け
、
し
っ
か
り
と
基
礎
体
力
を

つ
け
て
お
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

▲平成19年度予算のうち約30％にあたる33億円を費やして建
設された大口中学校。

い
つ
ま
で
も
健
康
な
体
で
い
ら
れ
る
よ
う

余
力
の
あ
る
う
ち
に
基
礎
体
力
を



好
景
気
の
影
響
を
受
け
、

町
税
収
入
が
過
去
最
高
に

平
成
１９
年
度
の
歳
入
は
、
前
年
度
と
比

べ
る
と
２８
億
８
５
０
４
万
円
の
増
加
と
な

り
ま
し
た
。
こ
の
主
な
要
因
は
、
好
景
気

を
反
映
し
て
町
税
収
入
が
過
去
最
高
（
約

６４
億
円
）
で
あ
っ
た
こ
と
と
、
今
年
度
開

校
し
た
大
口
中
学
校
建
設
事
業
に
伴
う
国

庫
補
助
金
や
借
入
に
よ
る
地
方
債
の
増
加

に
よ
る
も
の
で
す
。

大
口
中
学
校
建
設
に

歳
出
全
体
の
３
割
を
支
出

平
成
１９
年
度
の
歳
出
は
、
前
年
度
と
比

べ
る
と
２８
億
１
０
６
１
万
円
の
増
加
と
な

り
ま
し
た
。
平
成
１９
年
度
に
実
施
さ
れ
た

主
な
事
業
は
次
の
と
お
り
で
す
。

▼
大
口
中
学
校
建
設
事
業

（
３３
億
２
３
５
万
円
）

次
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
が
個
々
の
能

力
を
伸
ば
し
切
磋
琢
磨
で
き
る
、
新
し
い

時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
教
育
環
境
を
作
る
た

め
、
大
口
中
学
校
を
整
備
し
ま
し
た
。

▼
保
育
園
運
営
事
業

（
１
億
２
２
２
１
万
円
）

「
豊
か
な
心
と
丈
夫
な
か
ら
だ
で
よ
く

遊
ぶ
子
」
を
保
育
目
標
に
、
保
護
者
の
就

労
等
の
理
由
に
よ
り
昼
間
家
庭
で
面
倒
を

み
ら
れ
な
い
児
童
を
保
護
者
に
代
わ
っ
て

保
育
し
ま
し
た
。

▼
巡
回
バ
ス
事
業
（
４
８
０
３
万
円
）

コ
ミ
ニ
ュ
テ
ィ
バ
ス
が
安
定
し
て
運
行

で
き
る
よ
う
、
有
料
広
告
等
の
収
入
を
確

保
し
ま
し
た
。
ま
た
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化

を
図
る
た
め
、
車
イ
ス
対
応
の
中
型
車
両

を
中
部
ル
ー
ト
に
追
加
し
ま
し
た
。

▼
消
防
団
活
動
事
業
（
１
８
７
４
万
円
）

地
域
に
と
っ
て
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な

い
消
防
団
活
動
の
た
め
、
資
機
材
に
不
備

が
な
い
よ
う
万
全
な
態
勢
を
整
え
ま
し
た
。

▼
ま
ち
づ
く
り
活
動
推
進
事
業

（
１
７
３
０
万
円
）

元
気
な
ま
ち
づ
く
り
事
業
と
し
て
、
公

益
性
の
高
い
事
業
を
お
こ
な
う
団
体
を
支

援
し
ま
し
た
。
ま
た
、
各
種
団
体
お
よ
び

行
政
の
活
動
Ｐ
Ｒ
と
交
流
の
場
と
し
て

「
ふ
れ
あ
い
ま
つ
り
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

▼
安
全
・
安
心
ま
ち
づ
く
り
事
業

（
２
９
８
万
円
）

各
地
域
の
地
域
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
団
体

へ
の
防
犯
グ
ッ
ズ
の
貸
し
出
し
や
、
火
災

警
報
器
購
入
者
へ
の
補
助
を
お
こ
な
い
ま

し
た
。

平成20年12月号4

一
般
会
計

歳

入

歳

出

歳入総額 111億7,935万円 歳出総額 105億7,695万円

科 目 歳入額 構成比

町税 64億2,364万円 57.5％

町債 9億4,540万円 8.5％

国庫支出金 7億6,234万円 6.8％

繰越金 5億2,797万円 4.7％

地方消費税交付金 3億4,882万円 3.1％

県支出金 3億405万円 2.7％

地方譲与税 1億1,887万円 1.1％

自動車取得税交付金 1億1,750万円 1.1％

その他 16億3,076万円 14.5％

合 計 111億7,935万円 100.0％

科 目 歳出額 構成比

教育費 45億4,100万円 42.9％

民生費 17億1,225万円 16.2％

総務費 16億4,858万円 15.6％

土木費 9億9,812万円 9.4％

衛生費 6億1,939万円 5.9％

消防費 3億6,434万円 3.4％

公債費 2億8,880万円 2.7％

農業費 1億5,527万円 1.5％

その他 2億4,920万円 2.4％

合 計 105億7,695万円 100.0％

平
成
１９
年
度

決
算
報
告
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法
人
町
民
税
２２
億
円
超

前
年
度
比
４４
％
増

皆
さ
ん
か
ら
納
め
て
い
た
だ
い
た
税
金

は
、
町
の
収
入
の
約
６
割
に
相
当
し
ま
す
。

平
成
１９
年
度
決
算
額
は
６４
億
２
３
６
４
万

円
と
な
り
、
住
民
一
人
当
た
り
に
換
算
す

る
と
２９
万
５
８
４
３
円
に
な
り
ま
す
。
な

お
、
不
納
欠
損
額
は
２
５
０
４
万
円
で
す
。

基
金
と
は
、
特
定
の
目
的
の
た
め
に
資

金
を
積
み
立
て
る
、
い
わ
ば
町
の
貯
金
に

当
た
り
ま
す
。
町
の
条
例
に
よ
り
そ
の
積

み
立
て
目
的
や
運
用
方
法
が
定
め
ら
れ
て

お
り
、
平
成
１９
年
度
は
財
政
調
整
基
金
に

６
億
８
２
４
７
万
円
、
学
校
施
設
整
備
事

業
基
金
に
１
億
５
０
６
３
万
円
が
積
み
立

て
ら
れ
ま
し
た
。

借
入
金
と
は
、
国
や
銀
行
な
ど
か
ら
借

り
入
れ
て
い
る
お
金
の
こ
と
を
い
い
ま
す
。

大
口
町
は
他
市
町
に
比
べ
借
入
金
の
残

高
が
少
な
く
、
将
来
世
代
に
過
大
な
負
担

を
残
さ
な
い
よ
う
、
計
画
的
な
財
政
運
営

に
努
め
て
い
ま
す
。

特
別
会
計
と
は
、
下
水
道
使
用
料
や
国

民
健
康
保
険
税
な
ど
、
特
定
の
事
業
収
入

を
そ
の
事
業
の
支
出
に
充
て
る
た
め
、
一

般
会
計
と
区
別
し
て
い
る
も
の
で
す
。

歳
入
は
、
前
年
度
（
４８
億
１
５
５
７
万

円
）
に
比
べ
、
全
体
と
し
て
２
２
２
０
万

円
、
0.5
％
の
増
加
と
な
り
ま
し
た
。

歳
出
は
、
前
年
度
（
４６
億
６
０
１
７
万

円
）
に
比
べ
、
全
体
と
し
て
５
８
３
１
万

円
、
1.3
％
の
増
加
と
な
り
ま
し
た
。

◆
町
税町

民
の
皆
さ
ん
や
町
内
の
会
社
か

ら
納
め
て
い
た
だ
く
税
金
（
町
民
税
、

固
定
資
産
税
、
軽
自
動
車
税
等
）

◆
国
庫
・
県
支
出
金

事
業
を
お
こ
な
う
た
め
に
国
や
県

か
ら
受
け
る
補
助
金
等

◆
繰
越
金

前
年
度
決
算
か
ら
の
繰
越
金

◆
地
方
消
費
税
交
付
金

人
口
等
を
基
準
に
県
か
ら
交
付
さ

れ
る
消
費
税

◆
地
方
譲
与
税

国
税
と
し
て
納
め
ら
れ
た
税
金
の

一
部
を
、
地
方
に
配
分
す
る
財
源

◆
不
納
欠
損

税
金
な
ど
が
時
効
に
よ
り
消
滅
し

た
と
き
、
徴
収
停
止
に
よ
っ
て
債
権

を
放
棄
し
た
と
き
に
、
そ
の
債
権
額

を
明
示
し
て
処
分
す
る
も
の

借
　
入
　
金

基
　
　
　
金

特
別
会
計

歳
　
　
入

歳
　
　
出

用用
語語
のの
説説
明明

税
　
　
　
金

●町税●基金年度末現在高●借入金残高

17年度 18年度 19年度

一般建設
事業等

16億
5,889万円

19億
3,147万円

26億
2,725万円

下水道事業 42億6,268万円
42億
6,859万円

43億
4,352万円

合　計 59億
2,157万円

62億
6万円

69億
7,077万円

17年度 18年度 19年度

財政調整
基金

13億
2,152万円

19億
381万円

18億
2,519万円

学校施設整
備事業基金

8億
5,303万円

10億
3,926万円

10億
290万円

その他の
基金

6億
4,747万円

6億
6,831万円

7億
1,755万円

合　計 28億
2,202万円

36億
1,138万円

35億
4,564万円

17年度 18年度 19年度

個人町民税 9億849万円
10億
4,697万円

13億
2,109万円

法人町民税 11億9,307万円
15億
4,129万円

22億
1,295万円

固定資産税 25億8,157万円
25億
3,034万円

26億
7,331万円

その他 2億
2,722万円

2億
2,319万円

2億
1,629万円

合　計 49億
1,035万円

53億
4,179万円

64億
2,364万円

会計名 歳　入 歳　出

介護保険 7億5,353万円 7億2,732万円

国民健康保険 19億3万円 18億895万円

老人保健 12億2,311万円 12億2,311万円

国際交流事業 63万円 1万円

公共下水道事業 9億3,519万円 9億3,464万円

農業集落家庭排水事業 2,410万円 2,410万円

社本育英事業 118万円 35万円

合　計 48億3,777万円 47億1,848万円
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○地方公共団体の財政の健全化に関する法律（財政健全化法）

財政健全化法は、従来の市町村財政の健全性を確保するためにあった「財
政再建法（地方財政再建促進特別措置法）」の問題点を解決するため、平成
19年6月に公布された法律です。この法律によって「健全化判断比率」と
「資金不足比率」の各指標を前年度決算から算定することになりました。
この法律は、「自治体財政の早期健全化及び財政の再生並びに公営企業の

経営の健全化」を目的としており、以下の特徴を持っています。

①この法律により算定することとなった健全化判断比率には、悪化した財政
状況を早期に健全化するため、イエローカードである「早期健全化基準」
とレッドカードである「財政再生基準」という目安を設けています。
また、公営企業会計（特定の事業の経費をその事業の収入でまかなう会
計、大口町では公共下水道事業特別会計と農業集落家庭排水事業特別会計）
については、資金不足比率に対して「経営健全化基準」を設けています。

②実質赤字の表示だけでなく、負債（借金）などの将来的な負担についても
考慮しています。

③一般会計等だけでなく、公営企業会計、土地開発公社、第三セクターなど
も含めた市町村全体の財政状況を対象としています。

④数値の計算方法の適正化や情報の開示を徹底するため、監査委員の審査を
受けた後、議会へ報告し、住民の方々に公表することになっています。

以上のように、毎年、前年度の決算をもとに算定した市町村全体の将来的
な負担を含めた財政状況を把握し数値を公表することで、財政破綻する前に
自主的な改善努力を行い財政の健全化を図れるように制度化されました。
また、各指標がひとつでも上記①の基準以上となった場合は、財政健全化

計画または財政再生計画（資金不足比率を上回った場合は、経営健全化計画）
を定めることが義務付けられています。

財
政
健
全
化
法
に
よ
る

基
準
を
ク
リ
ア

市
町
村
財
政
の
健
全
性
を
確
保
す
る
た

め
、
平
成
１９
年
６
月
に
公
布
さ
れ
た
財
政

健
全
化
法
（
下
記
参
照
）
に
よ
り
、「
健
全

化
判
断
比
率
」
と
「
資
金
不
足
比
率
」
を

算
出
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
算
出
さ
れ
た
大
口
町
の
平

成
１９
年
度
決
算
の
健
全
化
判
断
比
率
と
資

金
不
足
比
率
は
、
左
記
の
と
お
り
す
べ
て

基
準
を
下
回
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
大
口
町
の
財
政
は
、

財
政
健
全
化
法
に
お
い
て
は
「
健
全
で
あ

る
」
と
い
え
ま
す
。

し
か
し
、
各
指
標
が
表
し
て
い
る
数
値

が
、
大
口
町
の
財
政
運
営
の
現
状
を
必
ず

し
も
正
確
に
表
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で

は
な
い
た
め
、
引
き
続
き
着
実
な
財
政
運

営
に
努
め
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

大
口
町
の
財
政
が

健
全
で
あ
る

根
拠

指　標 早期健全化
基準

財政
再生基準

実質赤字比率 ― 14.08％ 20.00％

連結実質赤字比率 ― 19.08％ 40.00％

実質公債費比率 3.3％ 25.00％ 35.00％

将来負担比率 ― 350.00％

指　標 経営健全化基準

公共下水道事業特別会計 ― 20.00％

農業集落家庭排水事業
特別会計 ― 20.00％

◎健全化判断比率

※実質赤字比率と連結実質赤字比率については、一般会計等、
公営企業会計ともに赤字ではなかったために「－」となって
います。

※将来負担比率は、将来負担しなければならない実質的な負債
額が、収入が見込める額と貯蓄額よりも少ないため、「－」と
なっています。

※各会計とも資金不足額がないために「－」となっています。

◎資金不足比率

◎
各
指
標
の
説
明

▼
実
質
赤
字
比
率

一
般
会
計
等
の
赤
字
の
割
合
を
表
す
指

標
で
す
。
大
口
町
は
、
約
６
億
円
の
黒
字

で
す
。

▼
連
結
実
質
赤
字
比
率

全
会
計
（
一
般
会
計
と
特
別
会
計
）
の

赤
字
の
割
合
を
表
す
指
標
で
す
。
こ
れ
も

黒
字
で
す
。

▼
実
質
公
債
費
比
率

一
般
会
計
等
が
、
借
入
に
対
し
て
返
済

す
る
額
と
、
特
別
会
計
や
一
部
事
務
組
合

の
借
入
に
対
し
て
間
接
的
に
負
担
し
て
い

る
額
の
、
収
入
見
込
額
に
対
す
る
割
合
で

す
。
一
般
会
計
等
が
、
負
債
に
対
し
て
ど

れ
だ
け
負
担
し
て
い
る
か
を
示
す
指
標
で

す
。

▼
将
来
負
担
比
率

一
般
会
計
等
が
、
将
来
負
担
す
べ
き
実

質
的
な
支
出
見
込
額
の
、
収
入
見
込
額
、

貯
蓄
額
に
対
す
る
割
合
で
す
。
支
出
見
込

額
が
、
年
収
の
何
年
分
に
相
当
す
る
か
を

表
す
指
標
で
、
大
口
町
は
、
収
入
の
方
が

上
回
っ
て
い
ま
す
。
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愛
知
万
博
の
理
念
を
次
世
代
に
語
り
継

ぎ
、
市
町
村
の
交
流
を
目
的
と
す
る
『
愛

知
駅
伝
』
が
今
年
も
開
催
さ
れ
ま
す
。
レ

ー
ス
の
模
様
は
、
テ
レ
ビ
で
生
中
継
さ
れ

ま
す
。

大
口
町
も
こ
の
駅
伝
に
向
け
、
選
抜
に

よ
り
町
内
在
住
・
在
勤
の
方
々
で
チ
ー
ム

を
編
成
し
ま
し
た
。

本
番
に
向
け
て
練
習
を
重
ね
る
小
学
生

か
ら
４０
歳
代
ま
で
の
１８
名
の
選
手
た
ち
。

皆
さ
ん
、
ぜ
ひ
応
援
し
て
く
だ
さ
い
！

小
学
生

男
子

楠 拓也
米津友裕

小
学
生

女
子

迎千菜都
渡辺郁穂

中
学
生

男
子

丹羽慶貴
廣井秀幸

中
学
生

女
子

西 美優
渡辺彩音

ジ
ュ
ニ
ア

男
子

加藤 龍
加藤 憲

ジ
ュ
ニ
ア

女
子

大野礼絵
大森曜子

一
般

男
子

千田尚孝
林 和範

一
般

女
子

貝沼由貴
中村直子

４
０
歳

以
上

大野順一
社本健二

監督 吉野俊秀
コーチ 中村真治

愛知駅伝選手名簿

テ
レ
ビ
生
放
送
！

12
月
６
日
（
土
）
正
午
か
ら

東
海
テ
レ
ビ
で
放
送
予
定

扶桑町高木字稲葉 63
名鉄犬山線「扶桑駅」から
西へ徒歩 10分
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参
加
者
自
身
の
生
涯
学
習
、

ま
ち
づ
く
り
活
動
の
一
つ

「
大
口
中
学
校
を
地
域
の
力
で
支
え
ま
し
ょ

う
」
と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
の
も
と
、
学
校

支
援
地
域
本
部
事
業
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し

た
。こ

の
活
動
の
理
念
は
、

①
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
通
じ
た
参
加
者

自
身
に
お
け
る
生
涯
学
習
活
動
の
一
つ

で
あ
る
こ
と

②
町
の
生
涯
学
習
の
拠
点
の
一
つ
で
あ
る

大
口
中
学
校
を
舞
台
と
し
て
、
町
民
同

士
の
つ
な
が
り
を
育
む
こ
と

と
な
っ
て
い
ま
す
。

皆
さ
ん
が
持
っ
て
い
る
経
験
や
知
恵
を
、

中
学
校
を
拠
点
に
集
う
仲
間
の
経
験
や
知

恵
と
結
び
合
わ
せ
、
大
口
の
子
ど
も
た
ち

の
た
め
に
何
が
で
き
る
か
と
い
う
問
い
か

け
か
ら
、
支
援
活
動
を
創
っ
て
い
き
ま
す
。

地域ふれあい清掃は
毎週金曜日
午後3時10分から3時25分

または
午後3時40分から3時55分
におこなっています
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日にち 内 容 備 考

6月25日（水） 第1回実行委員会 ・地域で大口中学校を支えようという趣旨のもと、実行委員会を立ち上げました。

7月11日（金）
7月12日（土）
7月15日（火）

事業説明会 ・広報6月号での呼びかけにより61名の方が説明会に参加、ボランティアに42名（本部ボ
ランティア3名／要請ボランティア39名）の方が登録されました。

7月30日（水） 第1回活動検討会 ・ボランティア登録されなかった方も、呼びかけに応じて出席されました。
・「理念の共有」を図り、どのような活動ができるのかを話し合いました。

8月6日（水） 第2回活動検討会
・第1回活動検討会での議論をもとに当面の事業実施の優先順位について話し合いました。
その結果、①環境分野に対する支援活動、②図書館を舞台にしての学習支援活動について
取り組むことになりました。

8月21日（木） 第3回活動検討会 ・清掃支援、学習支援の具体的内容について話し合いました。清掃支援は、「日常の清掃時
間に生徒と一緒に清掃をおこなう」と決まりました。

9月2日（火） 第4回活動検討会
・清掃支援、学習支援の具体的内容について話し合いましたが、まずは清掃支援活動の実
現に絞って「第一歩」を踏み出そうということになりました。また、生徒の清掃活動の様
子を見学しました。

9月9日（火） 第5回活動検討会
・清掃支援活動の開催日、支援場所、支援方法、地域への募集方法など、実施に向けての
具体的プロセスについて話し合いました。毎週金曜日に「地域ふれあい清掃」として実施
することが決まりました。

10月1日（水） 第2回実行委員会 ・活動についての共通理解を図り、今後の支援活動のあり方について話し合いました。

10月10日（金） 地域ふれあい清掃
スタート

・毎週金曜日「地域ふれあい清掃」として中学校の日常清掃時間に生徒と一緒に活動して
います。これまでに4回、のべ44名の地域ボランティアが参加しました。（10/31現在）

本事業は大口中学校学校支援地域本部実行委員会が主催し、文部科学省委託事業「学校支援地域本部事業」に基づいて企画運営されています。
問合せ先 学校支援地域本部事業事務局（温水プール2階 生涯学習課内） 蘂95-3155（月・火休み）
E-mail gakushuu@town.oguchi.lg.jp

☆学校支援活動の経過

9 月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

清掃活動支援

学習活動支援

実施計画 第 1期 清掃活動支援

清掃活動支援の見直し 第 2期 清掃活動支援

実施計画 第 1期 学習活動支援

☆今後の予定（案）
11 月中旬から、第 2 期活動検討会を
開催し、「清掃支援活動」の見直しと
ともに「学習支援活動」の実施に向
けて話し合っています。

地域本部では、「地域ふれあい清掃」にご参加いただけるボランティア、
また、今後の活動方針を決定していく「活動検討会」への参加を受け付け
ています。ご都合のつくときだけでも構いません。皆さんの持っている知
恵や技術を、子どもたちのために活かしてみませんか？
学校支援活動に関心のある方は、お気軽にお問い合わせください。
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職員手当支給の状況
●期末手当・勤勉手当
期末手当とは、民間における賞与に相当する手当です。勤勉手当と
は、職員の勤務成績に応じて支給される手当です。

支給実績（平成19年度決算） 3億866万円

支給職員1人当たり平均支給年額 163万円／年
平成19年度
年間支給割合

期末手当 3.0月分
勤勉手当 1.5月分

役職による加算措置の状況 主査・係長以上の役職に
応じて5～20％の加算措置あり

●地域手当
民間の賃金水準を基礎とし、地域の物価等を考慮して支給される手
当です。

支給実績（平成19年度決算） 6,600万円

支給職員1人当たり平均支給月額 29,000円／月

支給率 支給対象職員数 国の制度に基づく
大口町の支給率

9％ 191人 ―

●扶養手当
扶養親族のある職員に対して、生計費の負担軽減を図るために支給
される手当です。

支給実績（平成19年度決算） 1,887万円
支給職員1人当たり平均支給月額 20,000円／月

●住居手当
職員が居住するために住宅を借り受けている場合、その家賃等に応
じて支給される手当です。

支給実績（平成19年度決算） 550万円
支給職員1人当たり平均支給月額 12,000円／月

●通勤手当
通勤距離（片道2km以上）や通勤に利用する交通機関に応じて支給
される手当です。

支給実績（平成19年度決算） 530万円
支給職員1人当たり平均支給月額 4,000円／月

支給実績（平成19年度決算） 159万円
支給職員1人当たり平均支給月額 3,000円／月

支給実績（平成19年度決算） 2,072万円
支給職員1人当たり平均支給月額 60,000円／月

支給実績（平成19年度決算） 6,400万円
支給職員1人当たり平均支給月額 33,000円／月

●特殊勤務手当（保育手当）
職員の職務の特殊性に応じて支給される手当で、大口町では保育園
で勤務する保育士に対して支給されます。

●管理職手当
管理職の地位にある職員に対し、その職務の責任や特殊性に基づき
支給される手当です。

●時間外手当
正規の勤務時間を超えて勤務することを命じられた場合、その勤務
時間に応じて支給される手当です。

●退職手当
職員が退職することにより支給される手当です。

退
職
手
当

退職
区分

勤続
年数 平均給料月額 支給率 平均

支給額

自己
都合

25年 376,500円 33.5月分 1,261万円
35年 426,400円 47.5月分 2,025万円

勧奨・
定年

25年 376,500円 41.34月分 1,556万円

35年 426,400円 59.28月分
（上限） 2,578万円

その他の加算措置 定年前早期退職特例措置

※平成21年3月31日までは給与改定に伴う経過措置として調整額が
生じます。

勤務時間の状況（平成20年4月1日現在）
正規の勤務時間 開始時刻 終了時刻 休憩時間

8時間 8:30 17:30 12:00～13:00

※窓口延長、延長保育に対応するため、一部変則勤務体制を実施して
います。

休暇の種類（平成20年4月1日現在）
区分 付与日数 区分 付与日数

年次有給休暇 20日 病気休暇 やむを得ないと
認められる期間

介護休暇 6か月のうち必要
と認められる期間 選挙権行使 必要と認めら

れる期間

証人等出頭 必要と認めら
れる期間 骨髄移植 必要と認めら

れる期間
ボランティア 5日 結婚 5日

出産 産前8週間
産後8週間 育児時間 30分／日2回

生理 2日 子の看護 5日
妻の出産補助 2日 忌引 1～7日
父母の祭日 1日 夏季休暇 5日
住居滅失 7日

育児休業取得者数（平成19年度中に育児休業を取得した職員数）
区分 男性 女性 計

育児休業取得者数 0人 12人 12人

愛北広域事務組合、江南丹羽環境管理組合における「人事行政の
運営等の状況」については、地方公務員法第58条の2の規定に基づ
き、それぞれの組合のホームページまたは町掲示板で公表していま
す。（町ホームページからもリンクしています。）
◆愛北広域事務組合 蘂37-0840
http://home.owari.ne.jp/̃aihoku/aihoku.index.html

◆江南丹羽環境管理組合 蘂95-3200
http://www.konanniwa-seisou.jp/

職員に支給される給与の種類やその額は、法律の定めに基づく町の条例や規則により具体的に定められていま
す。大口町職員の給与や定員管理の状況など、人事行政の全般について、町民の皆さんにより一層理解を深めて
いただき、人事行政の透明性を高めていくため、そのあらましをお知らせします。

職員給与・定員管理の状況の詳細については、町ホームページに掲載
しています。
http://www.town.oguchi.aichi.jp/gyousei/syokuin/syokuin.html

県内市町村の状況については、愛知県ホームページをご覧ください。
http://www.pref.aichi.jp/shichoson/koumuin/kyuuyokouhyou.html

問合せ先 役場 行政課 蘂95-1111 内線251

※地域手当は、国の基準に基づき平成22年度から廃止されます。
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職員数
平成19年4月1日現在

平成19年4月2日から
平成20年3月31日までの増減 平成20年4月1日

職員採用人数
職員数

平成20年4月1日現在
採用

退職

定年 勧奨 普通

197人 0人 2人 1人 3人 0人 191人

職員数の状況（平成19年4月1日から平成20年4月1日まで）

※平成19年度に職員の退職に伴う欠員を想定し、採用計画を前倒しして9人の職員を採用したため、平成20年度は職員採用を実施していません。

人件費の状況（平成19年度決算）普通会計

年度 住民基本台帳人口
（平成19年度末）

歳出総額
Ａ

人件費
Ｂ

人件費率
Ｂ／Ａ

平成18年度
人件費

平成19年度 21,713人 105億7,707万円 15億4,774万円 14.6％ 15億8,030万円

※普通会計とは、一般会計、土地取得特別会計、国際交流事業特別会計、社本育英事業特別会計をいいます。

職員の平均年齢、平均給料月額、平均給与月額
一般行政職（平成20年4月1日現在）
区分 平均年齢 平均給料月額 平均給与月額
大口町 43.1歳 328,100円 388,200円
国 41.1歳 325,100円 387,500円

※一般行政職とは、国の算定基準に合わせるため技能労務職や保育士
など専門的な職種を除いた職員（131人）をいいます。

職員の経験年数別平均給料月額

区分 経験年数10年
以上15年未満

経験年数15年
以上20年未満

経験年数20年
以上25年未満

大学卒
一般
行政職

大口町 259,300円 318,100円 374,200円

国 287,600円 344,100円 396,500円

職員の初任給の状況
区分 大口町 国

一般行政職
大学卒 172,200円 172,200円

高校卒 144,500円 140,100円

技能労務職（平均） 128,800円 ―

※技能労務職とは、主に調理員や用務員として採用された職員をいい
ます。技能労務職の初任給は、取得している技術や経験等により決
定されます。

※平成19年度は民間給与との格差を埋めるため、初任給が引き上げ
られました。

一般職の級別職員数の状況

区分 役職名 職員数 平均年齢 構成比

1級 主事・主事補 17人 26.6歳 9.1％

2級 主事 42人 31.9歳 22.6％

3級 主任 32人 39.2歳 17.2％

4級 主査・係長 36人 47.9歳 19.4％

5級 課長補佐 30人 48.6歳 16.1％

6級 課長・主幹 19人 53.8歳 10.2％

7級 部長・参事 10人 57.0歳 5.4％

合計 186人 42.0歳 100％

※一般職とは、技能労務職（5人）以外の職員をいいます。
※6級以上の職員は管理職の地位にあり、それぞれ管理職手当が支給
されます。

職員研修の状況（平成19年度）
公務の効率化、効果的運用を目指し、職員の資質向上、能力の開発

を図るため、各種研修に参加ならびに研修を実施しました。

研修名 代表的な研修内容 受講
者数

愛知県研修セン
ター実施研修

部長研修、課長研修、地方自治法研修、
地方税研修、法制執務研修 51人

近隣市町合同
開催研修

一般職員階層別研修、民法研修、接遇
研修 35人

町単独実施研修 勤務評定者研修、民間経営に学ぶ研修、
タイムマネジメント研修 63人

業務別専門研修
多様化する住民ニーズに対応するため、
職務遂行に必要な知識の取得、向上を
計る研修

38人

合計 187人

区分 支給月額等

給料
月額

町長
副町長

643,300円
731,000円

報酬
月額

議長
副議長
議員

414,000円
334,000円
303,000円

期末
手当

町長
副町長

平成19年度 年間支給割合
給料月額×3.35月分×1.45（役職加算）

議長
副議長
議員

平成19年度 年間支給割合
報酬月額×3.35月分×1.45（役職加算）

退職
手当 町長

副町長

（算定方式） （支給時期）
643,300円×在職月数×0.45 任期毎
731,000円×在職月数×0.27 任期毎

特別職の報酬等の状況

町職員の給与、定員管理等の状況

※町長の給料は自身の選挙公約に基づき、30％削減しています。
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対
象
者

身
体
障
害
者
手
帳

◇
視
覚
、
聴
覚
、
肢
体
等
で
、
身
体
の
障

害
が
固
定
し
た
方
（
１
級
か
ら
６
級
）

療
育
手
帳

◇
知
的
障
が
い
者
（
Ａ
判
定
・
Ｂ
判
定
・

Ｃ
判
定
の
３
段
階
）

精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳

◇
精
神
障
が
い
の
た
め
、
日
常
生
活
や
社

会
生
活
に
制
約
の
あ
る
方
（
１
級
か
ら

３
級
）

障
が
い
の
程
度
や
等
級
に
応
じ
て
国
や

県
、
町
か
ら
各
種
手
当
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

※
た
だ
し
、
介
護
保
険
施
設
・
社
会
福
祉

施
設
入
所
者
は
除
き
ま
す
。（
所
得
制

限
が
あ
り
ま
す
）

▼
大
口
町
福
祉
手
当
（
町
）

対
象
者

○
身
体
障
害
者
手
帳
１
級
か
ら
３
級
の
方
、

４
級
の
ぼ
う
こ
う
ま
た
は
直
腸
機
能
障
が

い
の
方

○
療
育
手
帳
を
お
持
ち
の
方

○
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
１
級
・
２

級
の
方

○
特
定
疾
患
医
療
給
付
事
業
受
給
者
票
を

お
持
ち
の
方

支
給
金
額

◇
身
体
障
害
者
手
帳
１
級
・
２
級
の
方
お

よ
び
療
育
手
帳
Ａ
判
定
の
方

月
額
５
０
０
０
円

◇
そ
の
他
の
障
が
い
の
方

月
額
４
０
０
０
円

12
月
3
日

か
ら
9
日

は

障
害
者
週
間
で
す

障障
害害
者者
手手
帳帳
のの
交交
付付

福福
祉祉
手手
当当
のの
支支
給給

身体障害者標識
（障害者マーク）

聴覚障害者
シンボルマーク

オストメイトマーク

ほじょ犬マーク

（水）

（火）

オストメイト（人工肛門・人口膀胱を使
用している方）のための施設があること
を表し、オストメイト対応トイレの入り
口・案内誘導プレートに表示されていま
す。

ハートプラスマーク

肢体不自由であることを理由に、免許に
条件を付されている方が運転する車に表
示する身体障害者標識です。マークをつ
けた車に割り込み等をおこなった運転者
は、道路交通法の規定で罰せられること
になります。

聴覚障がい者のコミュニケーションの円
滑化を図るため制定されたもので、公的
機関を利用するときは、ラベルを申請書、
預金通帳、診察券などに貼り、胸にはネ
ームプレートをつけます。

身体障害者補助犬（盲導犬・介助犬・聴
導犬）同伴啓発のためのマークです。補
助犬は体の不自由な方の体の一部となっ
て働いています。このマークや補助犬を
連れている方を見かけた場合は、ご協力
をお願いします。

「身体内部に障がいのある人」を表してい
ます。身体内部に障がいのある方は外見
から分かりにくいため、さまざまな誤解
を受けることがあります。このマークを
見かけた場合は、ご配慮をお願いします。

国際リハビリテーション協会によって障
がい者が容易に利用できる建物、施設で
あることを明確に示すシンボルマークと
して採択決定されたものです。

聴覚に障がいのある方が運転する車に表
示する標識（マーク）で、マークをつけ
た車に幅寄せや割り込みをおこなった運
転者は、道路交通法の規定で罰せられる
ことになります。このマークの表示は義
務付けられています。障害者のための

国際シンボルマーク
聴覚障害者標識（マーク）

「
障
害
者
週
間
」
は
、
障
が
い
者
に
対
す
る
理
解
と
意
識
を

よ
り
高
め
る
た
め
に
定
め
ら
れ
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
現
在

お
こ
な
わ
れ
て
い
る
様
々
な
福
祉
制
度
に
つ
い
て
紹
介
し

ま
す
。
こ
の
機
会
に
、
障
が
い
者
の
自
立
と
社
会
参
加
に

対
す
る
皆
さ
ん
の
理
解
を
深
め
ま
し
ょ
う
。
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▼
愛
知
県
在
宅
重
度
障
害
者
手
当
（
県
）

対
象
者

○
身
体
障
害
者
手
帳
１
級
・
２
級
の
方

○
療
育
手
帳
Ａ
判
定
の
方

○
身
体
障
害
者
手
帳
３
級
と
療
育
手
帳
Ｂ

判
定
を
併
せ
て
お
持
ち
の
方

※
特
別
障
害
者
手
当
対
象
者
は
除
き
ま
す
。

支
給
金
額

障
が
い
の
程
度
に
よ
り
、
２

段
階
に
分
か
れ
ま
す
。

▽
１
種

月
額
１
万
６
１
０
０
円

▽
２
種

月
額
７
０
０
０
円

▼
特
別
障
害
者
手
当
障
害
児
福
祉
手
当

（
国
）

対
象
者

在
宅
で
、
身
体
ま
た
は
知
的
に

著
し
い
重
度
の
障
が
い
が
あ
り
、
日
常

生
活
に
お
い
て
常
時
特
別
の
介
護
を
必

要
と
す
る
方

支
給
金
額

◇
特
別
障
害
者
手
当

月
額
２
万
６
４
４
０
円

◇
障
害
児
福
祉
手
当

月
額
１
万
４
３
８
０
円

※
障
が
い
の
程
度
に
よ
り
、
県
加
算
制
度

が
あ
り
ま
す
。

▼
外
出
支
援
サ
ー
ビ
ス

タ
ク
シ
ー
等
の
基
本
料
金
を
助
成
し
ま

す
。
助
成
券
は
、
１
冊
２４
枚
綴
り
で
、
必

要
で
あ
れ
ば
年
間
２
冊
ま
で
交
付
し
ま
す
。

※
所
得
制
限
が
あ
り
ま
す
。

対
象
者

○
下
肢
、
体
幹
、
視
覚
、
聴
覚
、
腎
臓
、

呼
吸
器
障
害
で
身
体
障
害
者
手
帳
１

級
・
２
級
の
方

○
療
育
手
帳
Ａ
判
定
の
方

○
特
定
疾
患
医
療
給
付
事
業
受
給
者
票
を

お
持
ち
の
方

▼
有
料
道
路
通
行
料
金
割
引
制
度

手
帳
に
割
引
有
効
期
限
を
記
載
し
ま
す
。

対
象
者

▽
本
人
運
転
の
場
合

全
て
の
身
体
障
が

い
者

▽
本
人
以
外
が
運
転
の
場
合

重
度
の
身

体
障
が
い
者
（
第
１
種
）、
重
度
の
知

的
障
が
い
者
（
療
育
Ａ
）

※
自
動
車
の
名
義
人
は
、
本
人
ま
た
は
本

人
の
親
族
に
限
り
ま
す
。

割
引
料
金
額

通
常
料
金
の
半
額

有
効
期
限

申
請
日
か
ら
２
回
目
の
誕
生

日
ま
で

※
更
新
は
有
効
期
限
満
了
日
の
２
か
月
前

か
ら
お
こ
な
え
ま
す
。

必
要
書
類

①
身
体
障
害
者
手
帳
ま
た
は
療
育
手
帳

②
自
動
車
検
査
証

③
運
転
免
許
証
（
本
人
運
転
の
場
合
）

※
Ｅ
Ｔ
Ｃ
を
利
用
申
請
さ
れ
る
方
は
、
障

が
い
者
本
人
の
「
Ｅ
Ｔ
Ｃ
カ
ー
ド
」
お

よ
び
「
Ｅ
Ｔ
Ｃ
車
載
器
セ
ッ
ト
ア
ッ
プ

申
込
書
・
証
明
書
」
を
お
持
ち
く
だ
さ

い
。

障
が
い
者
自
ら
が
サ
ー
ビ
ス
を
選
択
し
、

各
種
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
た
場
合
は
、

国
・
県
・
町
と
利
用
者
（
原
則
１
割
負
担
）

で
費
用
を
負
担
し
ま
す
。（
サ
ー
ビ
ス
の
種

類
に
よ
っ
て
負
担
の
な
い
場
合
が
あ
り
ま

す
。）

対
象
者

身
体
障
が
い
者
、
知
的
障
が
い

者
、
精
神
障
が
い
者
、
障
が
い
児

▼
介
護
給
付

◇
居
宅
介
護
（
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
）

◇
重
度
訪
問
介
護

◇
行
動
援
護

◇
重
度
障
害
者
等
包
括
支
援

◇
児
童
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

◇
短
期
入
所
（
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
）

◇
療
養
介
護

◇
生
活
介
護

◇
施
設
入
所
支
援
（
障
害
者
支
援
施
設
で

の
夜
間
ケ
ア
等
）

◇
共
同
生
活
介
護
（
ケ
ア
ホ
ー
ム
）

▼
訓
練
等
給
付

◇
自
立
訓
練
（
機
能
訓
練
・
生
活
訓
練
）

◇
就
労
継
続
支
援
（
Ａ
型
、
Ｂ
型
）

◇
共
同
生
活
援
助
（
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
）

▼
自
立
支
援
医
療

◇
更
生
医
療

◇
精
神
通
院
医
療

▼
補
装
具

▼
地
域
生
活
支
援
事
業

◇
相
談
支
援
事
業

◇
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
支
援
事
業

◇
日
常
生
活
用
具
の
給
付

◇
移
動
支
援
事
業

◇
地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー

◇
そ
の
他
事
業
（
日
中
一
時
支
援
、
訪
問

入
浴
等
）

外外
出出
へへ
のの
ササ
ポポ
ーー
トト

障障
害害
者者
自自
立立
支支
援援
法法

障
が
い
者
に
は
、
そ
の
他
に
も
様
々

な
福
祉
制
度
が
あ
り
ま
す
。

福
祉
制
度
の
利
用
等
に
関
す
る
ご
相

談
は
、
地
域
生
活
支
援
事
業
の
相
談
支

援
事
業
と
し
て
受
け
付
け
て
い
ま
す
の

で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
身
体
障
が
い
・
知
的
障
が
い
の
あ
る

方
の
相
談
窓
口

ほ
ほ
え
み
プ
ラ
ザ
２
階

地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー

蘂
９４
―

２
２
２
７

●
精
神
障
が
い
の
あ
る
方
の
相
談
窓
口

医
療
法
人
桜
桂
会

地
域
活
動
支
援

セ
ン
タ
ー
希
楽
里

蘂
０
５
６
８
―

６３
―

０
２
２
１

問
合
せ
先

ほ
ほ
え
み
プ
ラ
ザ
１
階

福
祉
課

蘂
９４
―

１
２
２
２

12月3日（水）から9日（火）は障害者週間です
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寒
い
季
節
に
な
り
、
家
庭
で
石
油
暖
房

器
具
を
使
用
す
る
機
会
が
多
く
な
り
ま
す

が
、
使
い
方
を
誤
る
と
火
災
や
ケ
ガ
に
つ

な
が
り
ま
す
の
で
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

暖
房
器
具
の
使
用
上
の
注
意
点

①
暖
房
器
具
は
、
洗
濯
物
や
カ
ー
テ
ン
な

ど
、
燃
え
や
す
い
物
の
近
く
で
使
わ
な

い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

②
点
火
後
は
炎
を
調
節
し
ま
し
ょ
う
。
炎

が
強
い
と
近
く
の
物
に
燃
え
移
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

③
部
屋
を
出
る
と
き
は
必
ず
火
を
消
し
ま

し
ょ
う
。

④
暖
房
器
具
の
周
り
で
ヘ
ア
ス
プ
レ
ー
等

を
使
わ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
引

火
す
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

⑤
給
油
は
必
ず
火
を
消
し
て
か
ら
お
こ
な

い
ま
し
ょ
う
。

⑥
給
油
後
は
ふ
た
を
し
っ
か
り
閉
め
ま
し

ょ
う
。
ま
た
、
こ
ぼ
れ
た
と
き
は
き
ち

ん
と
拭
き
取
り
ま
し
ょ
う
。

⑦
灯
油
は
正
し
い
容
器
に
保
管
し
ま
し
ょ

う
。
ふ
た
が
割
れ
て
い
た
り
、
変
色
し

て
い
る
容
器
は
交
換
し
ま
し
ょ
う
。

問
合
せ
先

丹
羽
消
防
署

消
防
課

蘂
９５
―

５
１
５
８

心
肺
蘇
生
法
だ
け
で
な
く
、
ケ
ガ
の
手

当
や
安
全
に
傷
病
者
を
運
ぶ
方
法
な
ど
を

お
教
え
し
ま
す
。
普
通
救
命
講
習
を
ま
だ

受
け
て
い
な
い
方
も
受
講
で
き
ま
す
。

日
時

１
月
２６
日
豺

午
前
８
時
３０
分
か

ら
午
後
５
時
１５
分
（
昼
休
憩
４５
分
含
む
）

場
所

丹
羽
消
防
署
３
階

会
議
室

対
象

大
口
町
・
扶
桑
町
に
お
住
ま
い
ま

た
は
お
勤
め
の
方

定
員

２０
名
（
応
募
者
多
数
の
場
合
抽
選
）

費
用

無
料
（
昼
食
は
各
自
で
準
備
）

申
込
期
間

１２
月
１
日
豺
か
ら
２０
日
貍

申
込
み
お
よ
び
問
合
せ
先

丹
羽
消
防
署
本
署

蘂
９５
―

５
１
５
１

石
油
暖
房
器
具
の
安
全
な
使
い
方

―
普
通
救
命
講
習
会
―

日
時

１２
月
２０
日
貍

午
前
９
時
か
ら
正
午

場
所

丹
羽
消
防
署

本
署

※
２
名
以
上
で
あ
れ
ば
、
都
合
の
よ
い

日
時
に
受
講
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

申
込
み
お
よ
び
問
合
せ
先

丹
羽
消
防
署
本
署

蘂
９５
―

５
１
５
１

大
口
出
張
所

蘂
９５
―

０
１
１
９

上
級
救
命
講
習
（
８
時
間
）
開
催

『
君
の
名
は
？
』

大
口
町
に
は
、
福
祉
に
た
ず
さ
わ
る

色
々
な
人
た
ち
が
い
ま
す
。
名
前
は
聞
い

た
こ
と
が
あ
る
ん
だ
け
ど
、
ど
ん
な
仕
事

を
し
て
る
ん
だ
ろ
？

今
回
は
、「
仕
事
は

楽
し
く
！
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
し
て
い
る
ヘ

ル
パ
ー
さ
ん
を
紹
介
し
ま
す
。

ＱＱＱＱ
「
仕
事
は
楽
し
く
！
」
っ
て
い
う

け
ど
な
か
な
か
大
変
じ
ゃ
な
い
？

ＡＡＡＡ
確
か
に
簡
単
で
は
な
い
で
す
ね
。

で
も
相
手
が
「
世
話
を
さ
れ
て
る
」

と
感
じ
な
い
よ
う
に
、
仕
事
は
楽
し
く

し
た
い
で
す
。

ＱＱＱＱ
こ
の
お
仕
事
を
選
ん
だ
き
っ
か
け

は
？

ＡＡＡＡ
父
が
陶
芸
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
講
師

を
し
て
い
て
、
手
伝
い
を
し
て
い

る
う
ち
に
、
気
が
付
い
た
ら
こ
の
仕
事

を
し
て
い
ま
し
た
（
笑
）

ＱＱＱＱ
お
父
さ
ん
は
、
娘
の
素
質
を
見
抜

い
て
い
た
の
か
な
？

ＡＡＡＡ
そ
れ
は
ど
う
か
な
ぁ
（
笑
）
も
と

も
と
人
の
世
話
を
す
る
の
は
好
き

だ
っ
た
ん
で
す
け
ど
…
…
。

ＱＱＱＱ
笑
顔
の
ヘ
ル
パ
ー
さ
ん
だ
と
利
用

者
さ
ん
ま
で
明
る
く
な
れ
る
ね
！

ＡＡＡＡ
逆
に
利
用
者
さ
ん
か
ら
励
ま
さ
れ

る
こ
と
も
多
い
ん
で
す
よ
。
私
が

余
裕
の
な
い
と
き
に
「
ほ
が
ら
か
に
、

ほ
が
ら
か
に
」
と
言
っ
て
、
私
の
気
持

ち
を
和
ま
せ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

ＱＱＱＱ
歳
を
か
さ
ね
た
人
の
言
葉
だ
か
ら
、

温
か
み
を
感
じ
る
ナ
ァ
〜
。
で
は
、

こ
の
仕
事
の
や
り
が
い
を
聞
か
せ
て
！

ＡＡＡＡ
私
の
お
手
伝
い
で
、
利
用
者
さ
ん

の
生
活
が
み
る
み
る
良
く
な
っ
て

い
く
の
を
見
る
と
嬉
し
い
で
す
ね
。

ＱＱＱＱ
気
持
ち
が
伝
わ
る
と
、
利
用
者
さ

ん
も
頑
張
れ
る
ん
だ
ね
！

最
後

に
抱
負
を
一
言
。

ＡＡＡＡ
「
自
分
だ
っ
た
ら
こ
う
し
て
欲
し

い
」
と
い
う
介
護
を
し
た
い
で
す
。

介
護
の
基
本
的
な
こ
と
を
も
う
一
度
考

え
て
、
利
用
者
さ
ん
に
「
当
た
り
前
の

生
活
」
を
し
て
も
ら
え
る
よ
う
な
お
手

伝
い
を
し
て
い
き
た
い
で
す
ね
。

ＱＱＱＱ
こ
れ
か
ら
も
が
ん
ば
っ
て
く
だ
さ

い
。
最
後
に
君
の
名
は
？

ＡＡＡＡ
「
居
宅
訪
問
介
護
事
業
所
の
ヘ
ル

パ
ー
」
で
す
。

Vol.30

問合せ先
ほほえみプラザ2階
地域包括支援センター
蘂94-2227
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幽
谷
に
か
す
か
な
瀬
音
や
や
寒
し丹

羽

清
声

や
や
寒
や
朝
の
み
そ
汁
お
い
し
く
て宮下

喜
代
子

や
や
寒
む
や
人
影
の
な
い
座
禅
堂土

川
喜
一
郎

や
や
寒
し
気
ま
ぐ
れ
猫
も
擦
寄
り
ぬ田山

地
美
名

暖
簾
ゆ
れ
独
り
居
の
風
や
や
寒
し佐

竹

悦
子

夕
陽
す
ぐ
に
げ
る
山
里
や
や
寒
し酒

井
せ
い
子

や
や
寒
し
歯
医
者
の
器
具
の
の
び
ち
ぢ
み

荒
谷
富
美
子

若
僧
の
法
衣
に
な
び
く
赤
い
羽
根藤

田

山
人

看
護
師
の
白
衣
の
胸
に
赤
い
羽
根恒

川

子

恙
無
く
過
ぎ
に
し
日
日
や
赤
い
羽
根安莊

志
保

は
に
か
み
て
胸
に
受
け
ゐ
る
赤
い
羽
根

神
谷

さ
ち

幼
な
子
の
胸
に
三
本
赤
い
羽
根

野
口

和
揮

赤
い
羽
根
少
女
の
笑
顔
に
さ
そ
わ
れ
て

屋
代

和
代

赤
い
羽
根
幸
福
し
あ
わ
せ

届
け
と
願
う
今

舟
橋

貫
次

実
の
中
に
夕
日
閉
じ
込
め
柿
た
わ
わ安藤

亮
子

秋
麗
飛
ん
だ
り
跳
ね
た
り
園
児
行
く縣

弘
子

朝
市
に
盛
ら
る
間
引
菜
笊
こ
ぼ
れ丹

羽

壽
子

カ
ル
デ
ラ
の
大
地
は
広
し
稲
の
花野

田

信
子

猫
じ
や
ら
し
続
く
畦
道
子
等
元
気竹

内

春
美

赤
い
羽
根
に
こ
や
か
胸
に
若
夫
婦梅

田

康
子

自
家
製
の
茄
子
色
つ
や
も
比
類
な
く川手

一
海

手
厳
し
い
味
の
批
評
に
妻
む
く
れ権

藤

富
子

ま
た
来
て
ね
土
産
は
旬
の
無
農
薬土

田
千
惠
子

人
様
ひ
と
さ
ま

に
見
せ
ぬ
涙
も
あ
る
夜
半

長
野

ま
す

友
の
輪
を
狭
く
し
て
い
る
筆
不
精八

木
百
合
子

つ
か
ま
え
た
上
昇
気
流
越
す
は
今吉

田

雄
亮

人
任
せ
や
は
り
目
に
つ
く
稲
の
出
来安藤

久
子

母
と
妻
同
じ
料
理
に
風
味
の
差

平
尾

幸
助

熟
れ
を
待
つ
若
木
に
柿
の
実
二
つ葉

栗

晴
美

晩
秋
の
雲
高
く
行
く
河
童
橋

笹
山

宰
子

歩
き
来
て
木
立
の
奥
に
明
神
池長

谷
川
す
ゞ
子

柿
の
実
の
夕
日
の
色
に
ま
み
れ
け
り丹羽

留
理
子

一
二
三
団
栗
の
コ
マ
ま
わ
し
て
み
る大野

正
子

豊
の
秋
集
団
下
校
の
声
高
し

水
野

邦
子

草
取
り
て
ハ
ー
ブ
の
香
る
喫
茶
店近

藤

清
子

白
樺
の
幹
艶
や
か
に
黄
葉
も
み
ぢ

ど
き

土
川

照
恵

今
月
は
、
開
催
中
の
企
画
展
「
郷
土
の

礎
を
つ
く
っ
た
人
々
〜
郷
土
愛
と
感
謝
を

大
切
に
し
た
社
本
鋭
郎
（
名
誉
町
民
）
〜
」

の
中
か
ら
紹
介
し
ま
す
。

戦
後
、
新
制
中
学
校
の
設
置
な
ど
様
々

な
新
し
い
事
務
が
市
町
村
の
事
務
と
さ
れ
、

昭
和
２８
年
の
町
村
合
併
促
進
法
で
は
、
町

村
数
を
約
３
分
の
１
に
減
ら
す
こ
と
が
目

的
と
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
を
受
け
て
、
大

口
村
も
隣
接
す
る
町
村
と
協
議
し
ま
し
た

が
、「
大
口
は
貧
し
い
村
だ
か
ら
」
と
相
手

に
さ
れ
ず
、
一
部
で
は
隣
接
町
村
に
分
割

さ
れ
て
吸
収
さ
れ
る
案
ま
で
出
さ
れ
ま
し

た
。
大
口
村
存
亡
の
危
機
の
中
、
社
本
村

長
は
「
大
口
は
独
自
で
、
自
活
の
で
き
る
、

他
の
市
町
村
に
負
け
ぬ
村
に
し
て
み
せ
よ

う
」
と
工
場
誘
致
に
乗
り
出
し
ま
し
た
。

ま
ず
、
工
場
誘
致
の
カ
ギ
と
な
る
交
通

の
整
備
と
し
て
、
様
々
な
人
の
協
力
を
得

て
、
小
牧
山
の
南
方
に
計
画
さ
れ
て
い
た

高
速
道
路
小
牧
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
を
現

在
の
位
置
に
変
更
し
ま
し
た
。
次
に
、
大

口
村
を
通
ら
な
い
計
画
に
な
っ
て
い
た
国

道
４１
号
線
を
現
在
の
よ
う
に
変
更
さ
せ
ま

し
た
。
こ
う
し
た
道
路
整
備
の
お
か
げ
で

工
場
誘
致
が
し
や
す
く
な
る
と
、
名
古
屋

市
の
商
工
会
へ
出
か
け
、
移
転
を
望
ん
で

い
た
企
業
を
リ
ス
ト
ア
ッ
プ
し
、
さ
ら
に

社
本
村
長
が
次
の
方
針
を
立
て
ま
し
た
。

▽
業
種
が
偏
る
と
い
い
時
と
悪
い
と
き
の

差
が
激
し
い
。
色
々
な
業
種
を
誘
致
す

る
が
、
同
じ
業
種
は
２
社
の
み
と
し
競

い
合
っ
て
成
長
し
て
ほ
し
い
。

▽
大
切
な
五
条
川
を
汚
す
工
場
や
煙
を
出

す
よ
う
な
工
場
は
避
け
た
い
。

▽
誘
致
す
る
工
場
の
位
置
は
、
村
の
各
地

区
に
分
散
さ
せ
る
。

こ
う
し
て
、
昭
和
３１
年
に
工
場
誘
致
さ

れ
た
民
成
紡
績
を
始
め
、
多
く
の
企
業
が

大
口
に
来
て
く
れ
ま
し
た
。
社
本
村
長
は
、

大
切
な
土
地
を
工
場
誘
致
の
た
め
に
協
力

し
て
く
れ
た
地
主
へ
の
感
謝
を
晩
年
ま
で

忘
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
と
い
い
ま
す
。

こ
の
企
画
展
は
、
１２
月
１４
日
豸
ま
で
開

催
し
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
の
ご
来
館
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

歴
史
民
俗
資
料
館

ご
利
用
案
内

場
所

ほ
ほ
え
み
プ
ラ
ザ

３
階

休
館
日

月
・
火
曜
日

※
祝
日
は
開
館

開
館
時
間

午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時

入
館
料

無
料

問
合
せ
先

蘂
９４
―
０
０
５
５
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日
時
お
よ
び
対
象

●
生
ポ
リ
オ
ワ
ク
チ
ン
（
第
１
回
）

▽
１２
月
５
日
貊

平
成
２０
年
２
月
生
ま
れ

の
乳
児

●
Ｂ
Ｃ
Ｇ

▽
１２
月
１２
日
貊

平
成
２０
年
８
月
生
ま
れ

の
乳
児

※
受
付
は
午
後
１
時
か
ら
２
時

※
対
象
以
外
の
方
は
電
話
等
で
予
約
し
て

く
だ
さ
い
。

保
護
者
の
方
へ

体
調
が
心
配
な
と
き
は

か
か
り
つ
け
の
医
師
に
相
談
し
て
く
だ

さ
い
。
ま
た
、
予
診
票
お
よ
び
母
子
手

帳
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

高
齢
者
を
対
象
に
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の

予
防
接
種
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
対
象
の

方
に
は
、
事
前
に
問
診
票
を
郵
送
し
ま
す
。

申
込
み

医
療
機
関
に
予
約
後
、
問
診
票

と
接
種
料
（
１
０
０
０
円
）
を
持
参
の

上
、
直
接
医
療
機
関
で
接
種
し
て
く
だ

さ
い
。

期
間

１２
月
２７
日
貍
ま
で

場
所

大
口
町
・
扶
桑
町
・
犬
山
市
・
江

南
市
の
委
託
医
療
機
関

対
象

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方

①
満
６５
歳
以
上
で
町
内
に
お
住
ま
い
の
方

②
満
６０
歳
以
上
６５
歳
未
満
の
町
内
に
お
住

ま
い
の
方
で
、
心
臓
・
腎
臓
・
呼
吸
器

の
機
能
ま
た
は
ヒ
ト
免
疫
不
全
ウ
イ
ル

ス
に
よ
る
免
疫
機
能
に
障
が
い
（
身
体

障
害
者
手
帳
１
級
相
当
）
を
有
す
る
方

接
種
回
数

１
回

※
ご
不
明
な
点
は
、
保
健
セ
ン
タ
ー
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申込みおよび問合せ先
蘂94―0051

集
団
予
防
接
種

高
齢
者
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

石
綿
に
よ
る
健
康
被
害
の
救
済
に
関

す
る
法
律
が
改
正
さ
れ
、
１２
月
１
日
に

施
行
さ
れ
ま
す
。
救
済
給
付
に
関
す
る

改
正
の
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

①
医
療
費
、
療
養
手
当
の
支
給
開
始
日

が
、
申
請
日
か
ら
療
養
開
始
日
（
た

だ
し
、
療
養
開
始
日
が
申
請
日
か
ら

３
年
以
前
の
と
き
は
３
年
前
ま
で
）

に
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

※
す
で
に
認
定
さ
れ
て
い
る
方
も
対
象

と
な
り
ま
す
。

②
平
成
１８
年
３
月
２７
日
以
降
に
中
皮
腫

や
肺
が
ん
に
か
か
り
、
認
定
の
申
請

を
し
な
い
で
死
亡
さ
れ
た
方
の
ご
遺

族
に
も
、
特
別
遺
族
弔
慰
金
・
特
別

葬
祭
料
（
約
３
０
０
万
円
）
の
申
請

が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

③
平
成
１８
年
３
月
２７
日
以
前
に
中
皮
腫

や
肺
が
ん
で
死
亡
さ
れ
た
方
の
ご
遺

族
に
支
給
さ
れ
る
特
別
弔
慰
金
・
特

別
葬
祭
料
（
約
３
０
０
万
円
）
の
請

求
期
限
が
、
平
成
２４
年
３
月
２７
日
ま

で
に
延
長
さ
れ
ま
し
た
。

問
合
せ
先

江
南
保
健
所

蘂
５６
―

２
１
５
７

環
境
再
生
機
構
（
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
）

薔
０
１
２
０
―

３
８
９
―

９
３
１

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w
w
.erca.go.jp/

asbestos/

石
綿
に
よ
る
健
康
被
害
救
済
に
関
す
る
法
律
の

一
部
改
正
に
つ
い
て

募集内容
一般入学募集 定員40名
（推薦含む）
願書受付期間
1月6日貂から19日豺
試験日
2月1日豸
※推薦入学募集は終了しま
した。

詳しくは、ホームページを
ご覧ください。

問合せ先
尾北看護専門学校
蘂95-7022
http://bihokukango.ac.jp

尾北医師会

尾北看護専門学校
（課程変更申請中）

学生募集
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心
身
が
壮
健
で
あ
り
た
い
と
、
脱

メ
タ
ボ
お
じ
様
の
会
に
参
加
し
て
い

ま
し
た
が
、
昨
年
胃
が
ん
で
胃
の
全

摘
手
術
を
受
け
、
気
持
ち
が
沈
み
が

ち
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
そ
ん

な
と
き
、
同
会
や
健
康
推
進
員
の
友

情
と
激
励
、
家
族
の
励
ま
し
に
支
え

ら
れ
た
こ
と
に
、
と
て
も
感
謝
し
て

い
ま
す
。
昨
今
で
は
、
バ
ラ
ン
ス
が

考
え
ら
れ
た
妻
の
手
料
理
を
食
べ
、

体
力
回
復
の
た
め
に
温
水
プ
ー
ル
や

グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
、
太
極
拳
に
通
い
、

気
分
転
換
に
家
庭
菜
園
と
読
書
を
し

て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
健
康
に
留

意
し
て
日
々
精
進
し
て
い
き
ま
す
。 村田幹夫さん

94̶005194̶0051

行 事 日／曜 受 付 時 間 対 象 者 等

4か月児健診 24（水） 午後1:00
～1:30

20年8月生まれの乳児および未受診児
※個別通知をご確認ください

10か月児健診 9（火） 午後1:00
～1:30 20年2月生まれの乳児および未受診児

1歳6か月児健診 16（火） 午後1:00
～1:30 19年5月生まれの幼児および未受診児

3歳児健診 3（水） 午後1:00
～1:30 17年11月生まれの幼児および未受診児

母子健康手帳交付説明会 1（月）
15（月）

午前9:45
～10:00 母子健康手帳発行、妊娠初期の保健指導

プレママ交流会 19（金） 午後1:15
～1:30 妊娠中の方

フレッシュママの会 19（金） 午後1:30
～2:00

生後1か月から3か月ごろの乳児とお母さん
（母子健康手帳を持参）

子育て相談室 4（木）
18（木）

午前9:30
～11:30

子どもの身長・体重測定、保健師・栄養士・助産師によ
る育児や発育に応じた相談と妊婦相談 ※18日は要予約

歯科健診 17（水） 午後1:00
～1:30 2歳3か月児（18年9月生まれ）

もぐもぐ教室 17（水） 午前9:15
～9:30

離乳食後期のお話と調理実習（家族の食事か
らの取り分け方）※要予約

保健師・栄養士による健康相談 毎週金曜日 午前9:30
～11:30

生活習慣病予防、食生活改善、その他健康に
ついての相談

歯科衛生士による口腔相談 毎週金曜日 午前9:30
～11:30

歯についての悩みや、歯のお手入れ方法など
の相談 ※要予約

歩く健康のつどい 9（火） 午前9:30
～9:45

血圧測定、尿検査、ストレッチ体操、1時間歩
行など

地
域
で
の
介
護
予
防

ひだまりの会
（中小口地区コミュニティーセンター）

12（金） 午前10:00 ご家庭から外出する機会の少ない高齢者の方を対象に、レクリ
エーション・筋力トレーニング等介護予防活動をおこないます。

しなやかお達者の会
（余野学共施設）

2（火）
16（火） 午前10:00 介護予防のための筋力トレーニングを中心と

した運動・その他レクリエーションをおこな
います。しなやかお達者の会

（豊田学共施設）
9（火）
16（火） 午前10:00
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今
月
の
健
康
俳
句

立
冬
や
伊
吹
稜
線
晴
れ
や
か
に

野
田
信
子

問合せ先 保健センター 蘂94―0051

今
月
の
健
康
川
柳

禁
煙
の
パ
パ
に
家
族
が
努
力
賞

平
尾
幸
助

※
こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
、
大
口
俳
句
会
・
大
口
川
柳
ク
ラ
ブ
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
に
よ
り
、「
こ
こ
ろ
」
の
健
康
づ
く
り
の
一
翼
を
担
っ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

健康おおぐち21 シンボルマーク

３つの質問
①好きな食べ物は？②楽しみは？
③メッセージを一言

①
野
菜
、
果
物
（
桃
、
バ
ナ
ナ
）
②
旅
行
、
野
菜
作

り
③
嬉
し
い
で
す
。
カ
ル
シ
ウ
ム
を
よ
く
摂
っ
て
甘

い
も
の
控
え
る
、
お
口
を
こ
ま
め
に
き
れ
い
に
し
て

お
く
こ
と
が
秘
訣
！

兼松清子さん
（80歳 24本）

①
何
で
も
食
べ
ま
す
。
牛
乳
は
毎
日
、
砂
糖
抜
き
の

食
事
を
し
て
い
ま
す
。
②
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
③
嬉
し

い
で
す
。
甘
い
も
の
を
食
さ
な
か
っ
た
こ
と
、
牛
乳

を
飲
ん
で
い
た
こ
と
が
秘
訣
！

骨
が
丈
夫
だ
と
歯

も
丈
夫
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

酒井和子さん
（81歳 20本）

①
貝
類
、
果
物
、
噛
み
応
え
の
あ
る
も
の
②
グ
ラ
ン

ド
ゴ
ル
フ
、
旅
行
、
友
達
と
お
話
す
る
こ
と
③
嬉
し

い
で
す
。
定
期
健
診
を
受
け
て
、
ス
ト
レ
ス
を
た
め

な
い
こ
と
が
大
切
。
何
で
も
食
べ
ら
れ
る
こ
と
は
嬉

し
い
こ
と
で
幸
せ
だ
と
思
う
の
で
歯
の
健
康
に
気
を

つ
け
て
過
ご
し
て
下
さ
い
。

舟橋鈴子さん
（80歳 23本）

①
納
豆
②
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
、
家
庭
菜
園
③
あ
り
が
た

い
で
す
。
子
ど
も
の
頃
美
味
し
い
も
の
が
す
く
な
か

っ
た
こ
と
、
腹
八
分
目
の
習
慣
が
秘
訣
！

歯
が
丈

夫
な
こ
と
は
体
の
健
康
に
繋
が
る
と
思
っ
て
い
ま

す
。

八嶋和江さん
（80歳 27本）

①
肉
、
魚
、
野
菜
、
果
物
何
で
も
②
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル

フ
③
歯
は
し
っ
か
り
し
て
い
る
の
で
是
非
と
思
い
応

募
し
ま
し
た
。
ス
ト
レ
ス
を
溜
め
ず
、
朝
晩
歯
磨
き

を
し
て
お
口
の
中
を
清
潔
に
！
食
生
活
を
大
切
に
す

る
こ
と
で
歯
の
健
康
が
保
て
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

倉地和弘さん
（80歳 23本）

①
刺
身
が
大
好
き
、
唐
揚
げ
も
好
き
②
温
泉
旅
行
③

嬉
し
い
こ
と
で
す
。
食
べ
た
ら
磨
く
、
磨
い
た
ら
食

べ
な
い
こ
と
が
秘
訣
！

佐藤節子さん
（80歳 27本）

①
肉
（
肩
ロ
ー
ス
）
②
孫
と
会
う
こ
と
、
家
族
で
ゆ

っ
く
り
お
話
し
な
が
ら
、
友
達
と
食
事
を
す
る
こ
と

③
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う

丹羽うた子さん
（80歳 21本）

①
甘
い
も
の
、
野
菜
②
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
、
野
菜
作

り
、
御
詠
歌
③
甘
い
も
の
が
好
き
で
す
が
、
食
べ
た

ら
し
っ
か
り
歯
磨
き
を
し
て
い
た
こ
と
が
秘
訣
！

吉田ふみ江さん
（80歳 27本）

①
何
で
も
バ
ラ
ン
ス
よ
く
食
べ
て
い
ま
す
。
②
健
康

の
た
め
に
農
作
業
。
お
茶
を
点
て
る
こ
と
③
有
難
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。
虫
歯
予
防
の
秘
訣
は
甘
い
も
の

を
食
べ
た
ら
お
茶
を
飲
む
こ
と
。
若
い
こ
ろ
茶
道
を

嗜
ん
で
い
て
お
茶
を
飲
ん
で
い
た
こ
と
が
秘
訣
！

渡邊 一さん
（80歳 25本）

①
肉
、
魚
②
カ
メ
ラ
、
ク
レ
ー
射
撃
、
鮎
釣
り
③
歯

は
丈
夫
で
す
。
カ
ル
シ
ウ
ム
を
摂
り
な
さ
い
。
魚
の

骨
、
イ
ワ
シ
の
骨
く
ら
い
は
食
べ
る
と
い
い
で
す
よ
。

竹内定男さん
（80歳 22本）

～80歳以上で 20本 90歳以上で
18本以上の歯を残そう～

はちまるにいまる

①
五
目
ご
は
ん
、
お
味
噌
汁
、
果
物
②
み
ん
な
で
食

事
を
す
る
こ
と
、
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
③
び
っ
く
り
し
ま

し
た
。
歯
が
丈
夫
な
の
で
何
で
も
食
べ
ら
れ
る
こ
と

が
嬉
し
い
で
す
。
歯
が
よ
い
と
い
う
こ
と
が
一
番
！

斉藤トシエさん
（81歳 21本）
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「可燃ごみは、収集日の朝に！」
毎年、年末年始にかけて道路に置かれた可燃ごみを見かけます。皆さんルールを守りましょう。

役場および各施設 は、休業日

衛生関係 は、休業日

※役場業務が休業中でも、死亡・婚姻等の戸籍届については受付のみできます。

施 設 名 24
（水）

25
（木）

26
（金）

27
（土）

28
（日）

29
（月）

30
（火）

31
（水）

1
（木）

2
（金）

3
（土）

4
（日）

5
（月）

6
（火） 備 考

役場業務全般（下記以外）

中
央
公
民
館

憩いの四季

さくら屋

学校教育課

中央公民館内施設

図書館

生涯学習課

温水プール 12/22～1/6 プール水入替のため休館

各スポーツ施設（グランド等）

ほ
ほ
え
み
プ
ラ
ザ

保健センター（健康課）

福祉課・地域包括支援センター

こども課

地域振興課

社会福祉協議会

歴史民俗資料館

研修センター

トレーニングセンター

喫茶ほほえみ 12/22～1/6 まで休業

保育園

児童センター

町民会館

巡回バス

施 設 名 24
（水）

25
（木）

26
（金）

27
（土）

28
（日）

29
（月）

30
（火）

31
（水）

1
（木）

2
（金）

3
（土）

4
（日）

5
（月）

6
（火） 備 考

可燃ごみ収集

し尿くみ取り、浄化槽清掃

死亡した犬・猫の引き取り 休業中は直接尾張北
部聖苑へ

尾張北部聖苑

資源リサイクルセンター
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食物や環境に対するアレルギーが幼少期に発症し、お子さんのアレ
ルギーに対して心配をお持ちの皆さんへご案内します。
現在、学校では、増加が進み多様化する児童生徒のアレルギー性疾

患に対応するため、一人一人の症状を保護者の皆さんからお聞きし、
それぞれの症状を把握しながら万一の対応に備えています。
しかしながら、アレルギーによる発作はいつどこで起きるかわかり

ません。また、新たな症状が突然発症することも考えられます。
そこで、町内にお住まいの多くの皆さんがアレルギー性疾患に関心

を持ち、速やかな対応ができるよう、お近くの専門医・指導医を検索
できる「社団法人日本アレルギー学会」のサイトをご紹介します。
■専門医・指導医一覧（一般用）
http://www.jsaweb.jp/ninteilist_general/index.html
また、財団法人日本アレルギー協会では、アレルギー性疾患でお悩

みの方のために、アレルギー相談センターを開設しています。お困り
の際は、一度ご相談ください。
■アレルギー相談センター
蘂03-3222-3508 http://www.jaanet.org/topics/soudan.html
問合せ先 中央公民館2階 学校教育課 蘂95-4446

大
口
町
、
扶
桑
町
、
犬
山
市
、
江
南
市

の
共
催
で
、「
外
国
人
の
子
ど
も
の
た
め
の

日
本
語
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座
」
を
開

催
し
ま
す
。「
地
域
の
外
国
人
の
子
ど
も
に

日
本
語
を
教
え
て
み
た
い
」「
現
在
日
本
語

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
し
て
い
る
が
、
も
う
少

し
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
図
り
た
い
」
な
ど
、

日
本
語
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
必
要
な
知
識
を

習
得
で
き
る
全
３
回
の
講
座
で
す
。

ぜ
ひ
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日時 テーマ 講師

1月17日（土）
午後2時から4時

・外国人児童増加の背景
・日本語指導が必要な外国人
児童生徒の受け入れ施策

・学校での取り組み

愛知淑徳大学・愛知教育大学
非常勤講師

松本 一子 氏

1月24日（土）
午後2時から4時

・子どもへの日本語指導の方
法と留意点

愛知教育大学外国人児童
リソースルーム

リソースルームアドバイザー
岡田 安代 氏

1月31日（土）
午後2時から4時

・地域にある子どものための
日本語教室の事例報告

特定非営利活動法人 トルシエーダ
伊東 浄江 氏

特定非営利活動法人 ふくらの家
早瀬 裕子 氏

場
所

扶
桑
町
中
央
公
民
館

講
義

室
Ⅰ

定
員

３０
名

費
用

無
料

申
込
期
間

１２
月
８
日
豺
か
ら
１
月

９
日
貊

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

申
込
方
法

電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
Ｅ
メ

ー
ル
の
い
ず
れ
か
で
左
記
へ
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。
な
お
、
お
申

し
込
み
の
際
に
は
「
住
所
」「
氏
名
」

「
連
絡
先
」「
日
本
語
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
経
験
の
有
無
」
を
ご
記
入
く
だ

さ
い
。

申
込
み
お
よ
び
問
合
せ
先

ほ
ほ
え

み
プ
ラ
ザ
２
階

地
域
振
興
課

蘂
９４
―

０
５
３
０

蕭
９４
―

１
９
７
２

Ｅ
メ
ー
ル

chiiki@
tow
n.oguchi.lg.jp
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問合せ先
ほほえみプラザ2階
地域振興課
蘂94―0530

大
口
町
の
ま
ち
づ
く
り
活
動
も
活
発
に
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
ん
な
わ
が
町
の
活
動
団
体
か
ら
「
わ
た
し
た
ち
の
今
＆
こ

れ
か
ら
」
に
つ
い
て
、
自
ら
紹
介
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

太
助
で
は
、
活
動
団
体
の
情
報
整
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

情
報
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
団
体
登
録
を
進
め
ま
し
ょ
う
！

わわ
たた
しし
たた
ちち
のの
今今

や
ろ
舞
い
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
ま
つ
り

創
り
を
目
的
と
し
て
、「
人
と
人
」「
人

と
地
域
」「
地
域
と
地
域
」
の
ふ
れ
あ
い
、

結
び
つ
き
を
深
め
る
場
を
つ
く
り
、
住

民
参
加
・
参
画
の
ま
ち
づ
く
り
を
目
指

し
て
、
活
動
し
て
い
ま
す
。

毎
年
募
集
し
て
活
動
す
る
や
ろ
舞
い

大
祭
実
行
委
員
会
か
ら
、
継
続
性
の
あ

る
活
動
団
体
「
や
ろ
舞
い
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
と
し
て
発
足
し
て
、
今
年
で
３
年

目
に
な
り
ま
す
。
平
成
１４
年
９
月
に
町

制
４０
周
年
記
念
事
業
と
し
て
第
１
回
や

ろ
舞
い
大
祭
を
開
祭
し
、
今
年
で
７
回

目
を
迎
え
ま
し
た
。

こ
の
や
ろ
舞
い
大
祭
は
一
過
性
の
イ

ベ
ン
ト
で
は
な
く
、
１
０
０
年
続
く
ま

つ
り
づ
く
り
の
夢
を
抱
き
、
本
年
度
も

「
第
７
回
や
ろ
舞
い
大
祭
」
を
継
続
開
祭

し
ま
し
た
。

「
来
て
！
・
観
て
！
・
踊
ろ
ま
い
！
」
を

テ
ー
マ
に
、
９
月
１３
日
貍
午
前
１０
時
か

ら
午
後
８
時
ま
で
、
踊
り
子
も
来
場
者

も
、
元
気
い
っ
ぱ
い
、
熱
い
「
や
ろ
舞

い
大
祭
」
を
体
感
し
ま
し
た
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

http://utena-t.hp.
infoseek.co.jp/yarom

ai/

わわ
たた
しし
たた
ちち
のの
ここ
れれ
かか
らら

や
ろ
舞
い
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
現
在
１０

名
で
活
動
し
て
い
ま
す
。
１
０
０
年
続

く
ま
つ
り
づ
く
り
の
目
標
を
抱
き
、「
人

と
人
の
つ
な
が
り
」、「
世
代
間
の
つ
な

が
り
」、「
人
と
地
域
と
の
つ
な
が
り
」

を
目
指
せ
る
若
い
人
の
共
感
と
参
加
を

得
て
、
町
制
５０
周
年
記
念
事
業
と
し
て

大
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
で
き
る
よ
う
進
め

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

共
感
し
て
も
ら
え
る
若
者
と
、
い
ろ

ん
な
ジ
ャ
ン
ル
の
エ
ン
タ
ー
テ
ー
ナ
ー

を
強
く
募
集
し
ま
す
。

わわ
たた
しし
たた
ちち
のの
今今

チ
ー
ム
ダ
ッ
シ
ュ
は
、
平
成
１６
年
１１

月
に
開
催
さ
れ
た
「
ふ
れ
あ
い
ま
つ
り
」

で
誕
生
し
た
大
口
町
の
ロ
ー
カ
ル
ヒ
ー

ロ
ー
「
お
お
ぐ
ち
元
気
戦
隊
ダ
ッ
シ
ュ

マ
ン
」
を
演
ず
る
こ
と
で
、『
元
気
の
な

い
人
を
元
気
に
し
、
元
気
な
人
は
も
っ

と
元
気
に
な
る
よ
う
に
応
援
す
る
』
こ

と
を
理
念
に
活
動
し
て
い
る
団
体
で
す
。

当
初
は
役
場
の
職
員
だ
け
で
成
り
立
っ

て
い
ま
し
た
が
、
最
近
で
は
学
生
・
社

会
人
の
方
も
一
緒
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

ダ
ッ
シ
ュ
マ
ン
は
、「
チ
ー
ム
ダ
ッ
シ

ュ
」
に
よ
り
運
営
さ
れ
、
町
内
企
業
の

地
域
貢
献
事
業
と
し
て
の
お
祭
り
や
保

育
園
、
児
童
セ
ン
タ
ー
等
で
の
行
事
に

出
動
し
、
シ
ョ
ー
や
握
手
会
を
す
る
な

か
で

大
口
町
の
Ｐ
Ｒ
を
し
て
い
ま
す
。

わわ
たた
しし
たた
ちち
のの
ここ
れれ
かか
らら

チ
ー
ム
ダ
ッ
シ
ュ
は
、
こ
れ
か
ら
も

『
元
気
の
な
い
人
を
元
気
に
し
、
元
気
な

人
は
も
っ
と
元
気
に
な
る
よ
う
に
応
援

す
る
』
こ
と
で
、
構
成
員
自
身
も
元
気

に
活
動
し
て
い
き
た
い
と
願
っ
て
い
ま

す
。私

た
ち
と
一
緒
に
活
動
し
て
み
た
い

方
は
、
地
域
振
興
課
（
蘂
９４
―

０
５
３
０
）

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

大
口
町
Ｎ
Ｐ
Ｏ
登
録
団
体

や
ろ
舞
い
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

大
口
町
Ｎ
Ｐ
Ｏ
登
録
団
体

チ
ー
ム
ダ
ッ
シ
ュ
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★パソコンの日
12月6日（土） 午前10時から午後4時

★川柳を詠もう
12月9日（火） 午後3時30分から4時30分

★クリスマス制作「くつ下」
12月10日（水）、11日（木） 午後2時から3時

★運動あそび「はきリング」
12月16日（火） 午後3時30分から4時30分

★おりがみ教室
12月20日（土） 午後1時30分から4時

★クリスマス会（元気クラブ主催）
12月22日（月） 午後2時から3時

★冬休みお楽しみ会（劇団なんじゃもんじゃ）
「ハナさんのおきゃくさま」
12月25日（木） 午前10時から11時

★よみきかせ 12月25日（木） 午後3時30分から
★今月のぬいとり
「こげパン」「リース」「コリンク」「ツリー」

★子育て支援
○ちびっこ広場
毎週月・金曜日 午前10時30分から11時30分
対象 3歳までの親子ならどなたでも参加できます

○なかよし（西）
第1・3火曜日 午前10時30分から11時30分
対象 平成20年度満3歳になるお子さんとその親

★今月のぬいとり
『サンタ』『ツリー』『ドラえもん』『たまごっち』

★今月のおりがみ 『うさはな』『サンタ』
★ドッジボールの日 12月2日（火） 午後4時から
★おやつ作り「マフィン」 12月6日（土） 午前10時から
定員20名 費用100円 申込み 12月1日（月）から

★やってみよう「わけリング」
12月8日（月）、22日（月） 午後4時から

★クリスマス制作「壁掛けツリー」
12月9日（火）、12日（金） 午後3時から
申込み 12月1日（月）から8日（月）

★川柳の日 12月10日（水）
★「紙粘土でお菓子をつくろう」（4年生以上）
12月13日（土） 午前10時から 定員20名 費用50円
申込み 12月1日（月）から8日（月）

★ドッチビーの日 12月15日（月） 午後4時から
★体育あそび「体力測定」 12月16日（火） 午後4時から
★クリスマス会 12月18日（木） 午後3時30分から
★冬休みお楽しみ会（劇団なんじゃもんじゃ）
「ハナさんのおきゃくさま」
12月24日（水） 午前10時から11時

★子育て支援
○コアラ広場 毎週月・金曜日 午前10時30分から11時30分
対象 3歳までの親子ならどなたでも参加できます

○なかよし（北）
第1・3火曜日 午前10時30分から11時30分
対象 平成20年度満3歳になるお子さんとその親

★今月のあそび 『ゴムとび』『かるた』
★今月のぬいとり 『ひいらぎ』『ほし』『ミッキー』『ミニー』
★チャレンジ「わなげ」
12月8日（月）、24日（水） 午後4時から4時30分

★ピザ作り（元気クラブ主催）
12月13日（土） 午後1時30分から3時
定員 30名 費用 100円 申込み 12月1日（月）から

★クリスマス制作（まみーぽけっと主催）
12月11日（木） 午後2時から4時
定員 40名 費用 100円 申込み 12月1日（月）から

★クリスマス会（元気クラブ主催）
12月22日（月） 午後2時から3時

★けん玉検定日
12月15日（月）、18日（木） 午後4時から4時30分

★冬休みお楽しみ会（劇団なんじゃもんじゃ）「ハナさんのおきゃくさま」
12月26日（金） 午前10時から11時

★お正月制作「カレンダー作り」
12月25日（木） 午後1時30分から3時30分
申込み 12月15日（月）から

★川柳の日 毎週火曜日 午後3時30分から
★子育て支援
○めだか広場
毎週月・金曜日 午前10時30分から11時30分
対象 3歳までの親子ならどなたでも参加できます

○なかよし（南）
第1・3火曜日 午前10時30分から11時30分
対象 平成20年度満3歳になるお子さんとその親

12
の行事

南児童センター 蘂95-3528
北児童センター 蘂95-7141
西児童センター 蘂96-0481

サッカーは なかまがたくさん たのしいな（西小2年）
レジぶくろ ねだんがついたよ 5えんずつ（西小2年）
にんげんに なんではねが ないんだろう（西小2年）

月
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ＱＱＱＱ 鼻水や鼻づまりは、どうして起こるので
しょうか？

ＡＡＡＡ 鼻水は、鼻を通る空気の速さや、温度、
湿度、空気に含まれるゴミなどの刺激によ

って出ます。
細菌やウイルス、冷たい空気が鼻に入ってくる

と、鼻の粘膜の下の血管が腫れ上がり、空気の通
り道が狭くなるため、鼻づまりが起こります。
鼻水をためたままにしておくと、鼻やのどの粘

膜が炎症を起こし、ほかの病気を招く原因にもな
りますので、こまめに鼻をかむようにしましょう。

「年越しそばのいわれ」
年越しそばには、「そばのように長く生きられ

るように」「切れやすいそばのように、旧年の苦
労や災厄をさっぱり切り捨てよう」など、さまざ
まな意味があります。
かけそばやざるそばを食べながら、家族で一緒

にゆったりと新年を迎えたいですね。

※写真と本文は関係ありません。

12月の園庭開放日

入
園
前
の
お
子
さ
ん
を
お
持
ち
の

方
、
保
育
園
へ
遊
び
に
来
ま
せ
ん
か
？

南
保
育
園

１１
日
貅

中
保
育
園

９
日
貂

西
保
育
園

１１
日
貅

北
保
育
園

１６
日
貂

※
時
間
は
午
前
９
時
３０
分
か
ら
１１
時

「鬼まんじゅう」

Aくん「先生！ きょうのおやつはな～に？」
先生「鬼まんじゅうだよ」
Aくん「えっ……！！ そんな怖いもの食べられ
へんわ！」

Bちゃん「やっつけちゃってから食べればいい
よ！」
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平
日
、
仕
事
の
都
合
等
で
税
金
を
納
め

ら
れ
な
い
方
の
た
め
に
、
税
務
課
収
納
窓

口
の
延
長
お
よ
び
開
設
を
お
こ
な
い
ま
す
。

日
時

▽
１２
月
１９
日
貊

午
後
７
時
ま
で
延
長

▽
１２
月
７
日
豸
、
２１
日
豸

午
前
１０
時
か
ら
午
後
２
時
ま
で
開
設

場
所

役
場

税
務
課

※
役
場
正
面
玄
関
か
ら
お
入
り
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

役
場

税
務
課

蘂
９５
―

１
１
１
１

内
線
１
２
１

建
替
え
・
老
朽
化
に
よ
り
家
屋
を
取
り

壊
し
た
と
き
は
、
登
記
の
し
て
あ
る
家
屋

は
法
務
局
で
滅
失
登
記
を
、
登
記
の
し
て

い
な
い
家
屋
は
役
場
税
務
課
へ
取
り
壊
し

届
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

役
場

税
務
課

蘂
９５
―

１
１
１
１

内
線
１
２
３

償
却
資
産
の
耐
用
年
数
表
を
変
更

申
告
に
は
改
正
後
の
耐
用
年
数
を

平
成
２０
年
度
税
制
改
正
に
よ
り
、
減
価

償
却
資
産
の
耐
用
年
数
表
が
大
き
く
変
更

さ
れ
ま
し
た
。
特
に
、
機
械
お
よ
び
装
置

の
資
産
区
分
に
つ
い
て
は
３
９
０
区
分
か

ら
５５
区
分
へ
見
直
す
全
面
改
正
が
お
こ
な

わ
れ
ま
し
た
。

決
算
期
等
に
関
わ
り
な
く
、
既
存
分
を

含
め
て
平
成
２１
年
度
分
の
固
定
資
産
税
か

ら
改
正
後
の
耐
用
年
数
を
適
用
し
ま
す
。

償
却
資
産
を
申
告
さ
れ
る
場
合
は
、
改
正

後
の
耐
用
年
数
を
ご
記
入
く
だ
さ
い
。

資
産
の
原
始
取
得
時
期
に
さ
か
の
ぼ
っ

て
再
評
価
を
お
こ
な
う
も
の
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
詳
し
く
は
、
償
却
資
産
申
告
書
を

ご
覧
い
た
だ
く
か
、
役
場
税
務
課
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

役
場

税
務
課

蘂
９５
―

１
１
１
１

内
線
１
２
３

収収
納納
窓窓
口口
のの
延延
長長
・・
開開
設設

家家
屋屋
をを
取取
りり
壊壊
しし
たた
らら

償償
却却
資資
産産
をを
申申
告告
ささ
れれ
るる
方方
へへ

所 在 地 〒485-0822 小牧市上末2233-2
開設期間 平成21年2月12日貅～3月16日豺
交通機関 巡回バス（東部小牧・味岡コース）

「勤労センター」下車
ピーチバス「上末」下車（徒歩15分）

申告会場が変わります！申告会場が変わります！

上末東田中小牧原村中 勤労センター北

上末南

小牧原駅
国
道
41
号 小牧勤労センター

●
平
成
２１
年
度
の
評
価
額
の
算
出
方
法

▽
平
成
１９
年
度
以
前
に
取
得
し
た
資
産

平
成
２０
年
度
の
評
価
額
×
改
正
後
の

耐
用
年
数
に
応
じ
た
減
価
残
存
率

▽
平
成
２０
年
度
中
に
取
得
し
た
資
産

取
得
価
格
×
改
正
後
の
耐
用
年
数
に

応
じ
た
半
年
分
の
減
価
残
存
率

役場生活課で住民基本台帳カード（500 円）および電子
証明書（500円）を取得してください。（本人確認のため、
運転免許証またはパスポートをご持参ください）

開始届出書を小牧税務署へオンライン提出してください。
（文書でも受け付けます）

税務署から利用者識別番号および暗証番号がオンライン
で即時発行されます。
（文書の場合は通知書が送付されます）

IC カードリーダライタ（3,000 円程度～）を入手し、利
用するパソコンの初期設定をしてください。

e-Tax の初期登録（暗証番号の変更および電子証明書の
登録）を通知書に記載された期限までにおこなってくだ
さい。

電子証明書の取得はお早めに！

e-Taxで申告すると…①最高5,000円の税額控除
②添付書類の提出省略③還付金がスピーディー

問合せ先 小牧税務署 0568-72-2111

※

※平成 19年分または平成 20年分のいずれか 1回のみ
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［書 名］ ［著者名等］
学問の下流化 竹内 洋
キャパになれなかったカメラマン 上・下 平敷安常
不良老人伝 月刊『望星』編集部
のたうつ者 挾土秀平
ダンナちゃん、よくできました！ エイミー・サザーランド
麻生圭子の京できもの遊び 麻生圭子
ゴンチチの脳内麻薬書簡 ゴンザレス三上、チチ松村
オイッチニーのサン
「日本映画の父」マキノ省三ものがたり 高野 澄
チュウは忠臣蔵のチュウ 田中啓文
優雅なハリネズミ ミュリエル・バルベリ
【12月6日（土）に『あたらしい本』のコーナーに並びます。】

あ
た
ら
し
い
本
の
コ
ー
ナ
ー

図書館HP http://www.lib.oguchi.aichi.jp/
携帯電話からの資料検索 http://ilis.lib.oguchi.aichi.jp/mobile.html

『
デ
ィ
ロ
ン〜

ク
リ
ス
マ
ス
の
約
束
』

●
お
は
な
し
メ
リ
ー
ゴ
ー
ラ
ン
ド

ク
リ
ス
マ
ス
お
は
な
し
会

日
時

１２
月
１３
日
貍

午
前
１０
時
か
ら

場
所

中
央
公
民
館
２
階

研
修
視
聴

覚
室

●
年
末
年
始
の
休
館
日

１２
月
２８
日
豸
か
ら
１
月
５
日
豺

●
年
末
年
始
の
休
館
に
伴
う

３
週
間
貸
出

１２
月
１４
日
豸
か
ら
２７
日
豸
ま
で
の
貸

出
を
３
週
間
貸
出
と
し
ま
す
。

１
月
６
日
貂
以
降
は
通
常
ど
お
り
２

週
間
の
貸
出
と
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

犬
と
人
間
の
ふ
れ
あ
い
を
描
い
た
感

動
ス
ト
ー
リ
ー
「
デ
ィ
ロ
ン
〜
運
命
の

犬
」
の
ス
ペ
シ
ャ
ル
ド
ラ
マ
版
、「
デ
ィ

ロ
ン
〜
ク
リ
ス
マ
ス
の
約
束
」
が
Ｄ
Ｖ

Ｄ
化
。

金
城
学
院
大
学
ハ
ン
ド
ベ
ル
・
ク
ワ

イ
ア
の
演
奏
に
よ
る
、
世
界
の
子
守
歌

を
ハ
ン
ド
ベ
ル
合
奏
で
収
録
し
た
ア
ル

バ
ム
。
神
秘
的
で
清
々
し
い
ク
リ
ス
マ

ス
に
ぴ
っ
た
り
。

今
月
の
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト

４
か
月
児
健
診
の
待
ち
時
間
中

に
、
赤
ち
ゃ
ん
に
す
す
め
る
絵
本
の

紹
介
を
お
こ
な
い
ま
す
。

日
時

２４
日
貉

午
後
１
時
か
ら

場
所

ほ
ほ
え
み
プ
ラ
ザ
２
階

本
・
雑
誌
の
リ
サ
イ
ク
ル

日
時

６
日
貍

午
前
９
時
か
ら

場
所

図
書
館
の
階
段
入
り
口
付
近

今
月
の
休
館
日

１
日
豺

８
日
豺

１１
日
貅

１５
日
豺

２２
日
豺

※
２３
日
貂
は
祝
日
開
館
し
ま
す
。

開
館
時
間

午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時

問
合
せ
先

蘂
９５
―

３
９
９
９

［書 名］ ［著者名等］
ホームレス中学生 田村 裕
光とともに… 戸部けいこ
切羽へ 井上荒野
勝間式「利益の方程式」 勝間和代
流星の絆 東野圭吾
楽園 上・下 宮部みゆき
人生は勉強より「世渡り力」だ！ 岡野雅行
朝バナナダイエット はまち。
「残業ゼロ」の仕事力 吉越浩一郎
B型自分の説明書 Jamais Jamais

【9月13日から11月12日までを集計したものです。】

月
間
ベ
ス
ト
リ
ー
ダ
ー

『
ハ
ン
ド
ベ
ル

天
使
の
子
守
歌
』

◆
◆

新
着
Ｄ
Ｖ
Ｄ
＆
Ｃ
Ｄ
コ
ー
ナ
ー
◆
◆
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日
時

月
・
火
・
木
曜
日

午
前
９
時

か
ら
正
午
、
午
後
１
時
か
ら
４
時

水
・
金
曜
日

午
前
９
時
か
ら
正
午

連
絡
先

蘂
９６
―

０
６
０
６
ま
た
は
、

薔
０
１
２
０
―

５１
―

０
６
０
６

日
時

１２
月
１０
日
貉
、
２４
日
貉

午
後
１
時
か
ら
４
時

場
所

ほ
ほ
え
み
プ
ラ
ザ
１
階

相
談

室
相
談
対
象

１８
歳
未
満
の
お
子
さ
ん
を

持
つ
方

※
事
前
に
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。

日
時

１２
月
１
日
豺
、
１５
日
豺

午
前
１０
時
か
ら
正
午
、
午
後
１
時
か

ら
３
時

場
所

役
場
１
階

相
談
室

日
時
お
よ
び
担
当
相
談
員

▽
１２
月
３
日
貉
、
１７
日
貉

午
前
１０
時

か
ら
正
午
、
午
後
１
時
か
ら
３
時
３０

分

母
子
自
立
支
援
員
、
母
子
就
業

相
談
員
、
女
性
相
談
員

▽
１２
月
１０
日
貉

午
後
１
時
３０
分
か
ら

３
時
３０
分

民
生
児
童
委
員
、
身
体

障
害
者
相
談
員

▽
１２
月
２４
日
貉

午
後
１
時
３０
分
か
ら

３
時
３０
分

母
子
会
代
表
、
知
的
障

害
者
相
談
員

場
所

ほ
ほ
え
み
プ
ラ
ザ
２
階

社
会

福
祉
協
議
会

相
談
室

日
時

１２
月
１７
日
貉

午
後
６
時
か
ら

９
時

場
所

ほ
ほ
え
み
プ
ラ
ザ
４
階

相
談
員

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
『
ク
レ
サ
ラ
あ

し
た
の
会
』
の
司
法
書
士
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ

主
な
相
談
内
容

▼
ク
レ
ジ
ッ
ト
サ
ラ
金
問
題

▼
借
入
に
頼
っ
た
生
活
の
見
直
し

▼
借
入
金
法
的
整
理
後
の
生
活
再
建
支
援

▼
ヤ
ミ
金
、
架
空
請
求
、
悪
質
商
法

※
相
談
の
際
に
は
契
約
書
等
借
入
の
分

か
る
書
類
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

※
予
約
制
で
す
。
相
談
希
望
の
方
は
、

前
日
ま
で
に
環
境
経
済
課
へ
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

日
時

１２
月
１０
日
貉

午
前
９
時
か
ら

正
午

場
所

役
場
１
階

相
談
室

相
談
員

山
田
喜
久
子
さ
ん

電
話
相
談

中
央
県
民
生
活
プ
ラ
ザ

蘂
０
５
２
―

９
６
２
―

０
９
９
９

尾
張
県
民
生
活
プ
ラ
ザ

蘂
０
５
８
６
―

７１
―

０
９
９
９

日
時

１２
月
２４
日
貉

午
後
１
時
か
ら

３
時

場
所

役
場
１
階

相
談
室

相
談
員

司
法
書
士
、
土
地
家
屋
調
査
士

主
な
相
談
内
容

▼
売
買
、
相
続
、
贈
与
等
に
よ
る
権
利

の
移
転
登
記

▼
抵
当
権
等
担
保
に
関
す
る
登
記

▼
会
社
の
設
立
ま
た
は
変
更
の
登
記

▼
成
年
後
見
に
関
す
る
こ
と

▼
建
物
の
新
増
築
や
取
り
壊
し
、
土
地

の
地
目
変
更
・
分
筆
合
筆
お
よ
び
地

積
更
正
の
登
記

日
時

１２
月
１８
日
貅

午
後
１
時
か
ら

４
時

場
所

役
場
１
階

相
談
室

※
前
日
ま
で
に
、
行
政
課
窓
口
ま
た
は
、

電
話
で
予
約
さ
れ
た
方
が
優
先
で
す
。

学
校
に
来
ら
れ
な
い
児
童
・
生
徒
の

心
の
居
場
所
と
し
て
自
立
を
支
援
す
る

た
め
、
相
談
・
指
導
を
お
こ
な
い
ま
す
。

日
時

月
・
火
・
木
曜
日

午
前
９
時

か
ら
午
後
３
時
（
祝
祭
日
除
く
）

水
・
金
曜
日

午
前
９
時
か
ら
正
午

場
所

ほ
ほ
え
み
プ
ラ
ザ
４
階

ふ
れ

あ
い
４

対
象

小
中
学
生
で
、
学
校
へ
行
き
た

く
て
も
登
校
で
き
な
い
児
童
・
生
徒

を
持
つ
方
等
と
児
童
・
生
徒
本
人

問
合
せ
先

ふ
れ
あ
い
ル
ー
ム
お
お
ぐ

ち

蘂
９５
ー

７
７
７
３（
入
室
希
望
は
、

学
校
教
育
課
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
）

無
料
相
談

無
料
相
談

青
少
年
な
や
み
相
談
室

中
央
公
民
館
２
階
／
学
校
教
育
課

95
ー
４
４
４
６

蘂
家
庭
児
童
相
談

ほ
ほ
え
み
プ
ラ
ザ
１
階
／
こ
ど
も
課

94
ー
０
２
５
２

蘂

心
配
ご
と
相
談

ほ
ほ
え
み
プ
ラ
ザ
２
階
／
社
会
福
祉
協
議
会

94
―
０
０
６
０

蘂

消
費
生
活
相
談

役
場
／
環
境
経
済
課

95
―
１
１
１
１

内
線
１
６
６

蘂
登
記
相
談

役
場
／
行
政
課

95
―
１
１
１
１

内
線
１
１
３

蘂

法
律
相
談

役
場
／
行
政
課

95
―
１
１
１
１

内
線
１
１
３

蘂

厚
生
年
金
相
談

役
場
／
保
険
年
金
課

95
―
１
１
１
１

内
線
１
５
１

蘂

多
重
債
務
者
相
談

役
場
／
環
境
経
済
課

95
―
１
１
１
１

内
線
１
６
６

蘂

ふ
れ
あ
い
ル
ー
ム
お
お
ぐ
ち

中
央
公
民
館
２
階
／
学
校
教
育
課

95
ー
４
４
４
６

蘂



日
時

１２
月
４
日
貅

午
後
１
時
３０
分

か
ら
４
時

場
所

▼
人
権
相
談

役
場
３
階

第

２
委
員
会
室
▼
行
政
相
談

役
場
３

階

第
３
委
員
会
室

12
月
４
日
貅
か
ら
10
日
貉
は人

権
週
間
で
す

「
育
て
よ
う

一
人
一
人
の

人
権
意
識

思
い
や
り
の
心
・
か
け
が
え
の
な
い
命

を
大
切
に
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
左
記

の
日
程
で
人
権
相
談
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

日
時

１２
月
２
日
貂

午
前
１０
時
か
ら

午
後
４
時

場
所

名
鉄
百
貨
店
メ
ン
ズ
館
２
階

研
修
室
（
医
療
コ
ー
ナ
ー
横
）

大
口
町
献
血
推
進
協
議
会
が
、
１０
月

９
日
貅
に
ほ
ほ
え
み
プ
ラ
ザ
で
実
施
し

た
献
血
に
４２
人
（
う
ち
４
０
０
裨
１９
人
）

の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
次
回
の
献
血
は
次
の
と

お
り
で
す
。
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

日
時

１
月
２９
日
貅

午
前
１０
時
か
ら

正
午
、
午
後
１
時
か
ら
４
時

場
所

大
口
町
役
場

放
送
大
学
は
、
テ
レ
ビ
な
ど
の
放
送

に
よ
り
授
業
を
お
こ
な
う
正
規
の
通
信

制
大
学
で
す
。
働
き
な
が
ら
の
大
学
卒

業
や
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
・
生
涯
学
習
な

ど
を
目
的
と
し
て
、
様
々
な
人
た
ち
が

学
ん
で
い
ま
す
。
希
望
す
る
１
科
目
か

ら
、
自
宅
で
学
べ
ま
す
。

募
集
学
生
の
種
類

ー
教
養
学
部
ー

▽
全
科
履
修
生
（
卒
業
を
目
指
す
）

▽
選
科
履
修
生
（
１
年
間
在
学
）

▽
科
目
履
修
生
（
６
か
月
在
学
）

ー
大
学
院
ー

▽
修
士
選
科
生
（
１
年
間
在
学
）

▽
修
士
科
目
生
（
６
か
月
在
学
）

出
願
受
付
期
間

１２
月
１５
日
豺
か
ら
平

成
２１
年
２
月
２８
日
貍

授
業
料

▽
教
養
学
部

１
科
目
（
２
単
位
）

１
万
１
０
０
０
円

▽
大
学
院

１
科
目
（
２
単
位
）

２
万
２
０
０
０
円

※
テ
キ
ス
ト
代
含
む

資
料
請
求
お
よ
び
問
合
せ
先

〒
４
６
６
―

０
８
２
５

名
古
屋
市
昭

和
区
八
事
本
町
１
０
１
―

２

放
送
大
学
愛
知
学
習
セ
ン
タ
ー

蘂
０
５
２
―

８
３
１
―

１
７
７
１

http://w
w
w
.u-air.ac.jp/

応
募
資
格

▽
障
が
い
者
で
、
技
能
を

身
に
つ
け
職
業
的
自
立
を
望
ん
で
い

る
方
▽
症
状
が
安
定
し
て
い
る
方
▽

訓
練
お
よ
び
集
団
生
活
に
支
障
が
な

い
と
認
め
ら
れ
る
方

※
詳
し
く
は
愛
知
県
障
害
者
職
業
能
力

開
発
校
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

応
募
方
法

最
寄
り
の
公
共
職
業
安
定

所
で
職
業
相
談
を
さ
れ
た
後
、
入
校

願
書
と
健
康
診
断
書
を
公
共
職
業
安

定
所
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

入
校
日

平
成
２１
年
４
月
８
日

選
考
方
法

一
般
教
養
試
験
と
面
接

授
業
料

無
料
（
教
科
書
代
・
食
費
な

ど
は
実
費
が
必
要
で
す
。）

問
合
せ
先

愛
知
県
障
害
者
職
業
能
力
開
発
校

蘂
０
５
３
３
―

９３
―

２
１
０
２

日
時

１２
月
５
日
貊

午
前
１０
時
３０
分

か
ら
１１
時
３０
分

場
所

憩
い
の
四
季

娯
楽
室

※
福
祉
バ
ス
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

対
象

お
お
む
ね
６０
歳
以
上
の
方

内
容
お
よ
び
講
師

「
合
唱
団
演
奏
会
」

講
師

吉
川

朗
さ
ん

は
じ
め
て
の
方
大
歓
迎
で
す
。
一
緒

に
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

日
時

１
月
１０
日
貍
、
２４
日
貍

午
後

１
時
か
ら
４
時

場
所

中
央
公
民
館
２
階

Ｃ
会
議
室

対
象

小
学
生
以
上

持
ち
物

水
彩
画
用
具
一
式
（
無
い
方

は
お
貸
し
し
ま
す
）

※
用
紙
は
こ
ち
ら
で
用
意
し
ま
す

問
合
せ
先

水
彩
画
ク
ラ
ブ
代
表

吉
田
ひ
と
み

蘂
０
９
０
―

３
３
８
２
―

７
５
２
２
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人
権
・
行
政
相
談

役
場
／
生
活
課

95
―
１
１
１
１

内
線
１
２
８

蘂

善

意

善

意

献
血
あ
り
が
と
う

ほ
ほ
え
み
プ
ラ
ザ
１
階
／
福
祉
課

94
ー
１
２
２
２

蘂

講
習
会
・
教
室

講
習
会
・
教
室

さ
く
ら
大
学（
高
齢
者
教
室
）

温
水
プ
ー
ル
２
階
／
生
涯
学
習
課

95
ー
３
１
５
５

蘂
絵
手
紙
教
室

温
水
プ
ー
ル
２
階
／
生
涯
学
習
課

95
ー
３
１
５
５

蘂

募

集

募

集

平
成
21
年
度
訓
練
生
募
集

ほ
ほ
え
み
プ
ラ
ザ
１
階
／
福
祉
課

94
ー
１
２
２
２

蘂

放
送
大
学
４
月
入
学
生
募
集

温
水
プ
ー
ル
２
階
／
生
涯
学
習
課

95
ー
３
１
５
５

蘂



お
正
月
の
風
物
詩
と
な
っ
て
い
る

「
花
も
ち
」
を
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？

鏡
餅
や
し
め
縄
と
合
わ
せ
て
飾
り
、
新

年
を
迎
え
ま
し
ょ
う
。

日
時

１２
月
８
日
豺

▽
午
前
の
部

午
前
１０
時
か
ら
正
午

▽
午
後
の
部

午
後
１
時
３０
分
か
ら

３
時
３０
分

場
所

憩
い
の
四
季

さ
く
ら
屋

定
員

各
回
２５
名
（
先
着
順
）

参
加
費

７
０
０
円
（
つ
き
た
て
餅
＆

コ
ー
ヒ
ー
付
き
）

持
ち
物

エ
プ
ロ
ン
、
手
ふ
き
、
持
ち

帰
り
用
の
新
聞
紙
等

申
込
み
お
よ
び
問
合
せ
先

憩
い
の
四
季

蘂
９５
―

１
７
３
９

平
成
21
年
３
月
31
日
で
「
特
別
慰
労
品
」

贈
呈
の
受
付
を
終
了
し
ま
す

恩
給
欠
格
者
、
戦
後
強
制
抑
留
者
、

引
揚
者
の
「
ご
本
人
」
に
、「
特
別
慰
労

品
」
を
贈
呈
し
て
い
ま
す
。（
ご
遺
族
の

方
は
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
）「
引
揚
者
」

は
、
終
戦
の
日
ま
で
引
き
続
き
１
年
以

上
外
地
で
生
活
し
て
い
て
、
戦
後
引
き

揚
げ
て
き
た
家
族
全
員
が
対
象
で
す
。

請
求
書
等
は
、
ほ
ほ
え
み
プ
ラ
ザ
１
階

福
祉
課
窓
口
に
あ
り
ま
す
の
で
、
未
請

求
の
方
は
早
急
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

独
立
行
政
法
人
平
和
祈
念

事
業
特
別
基
金

薔
０
１
２
０
―

２
３
４
―

９
３
３

ホ
ー
ム
コ
ン
じ
ゅ
く
ー

パ
ソ
コ
ン
基
礎
〜
活
用
コ
ー
ス

日
時

１
月
７
日
貉
か
ら
３
月
１８
日
貉

ま
で
の
毎
週
月
・
水
・
金
曜
日

午

前
１０
時
か
ら
午
後
４
時
３０
分

場
所

一
宮
市
ホ
ー
ム
コ
ン
じ
ゅ
く
一

宮
末
広
教
室

内
容

▽
パ
ソ
コ
ン
の
基
本
操
作
▽
ワ

ー
ド
、
エ
ク
セ
ル
の
基
礎
お
よ
び
そ

の
活
用
▽
ハ
ー
ド
、
Ｏ
Ｓ
、
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
の
利
用
方
法

対
象

障
害
者
手
帳
所
持
者
（
身
体
障

害
者
の
み
。
視
覚
障
害
者
、
聴
覚
障

害
者
は
除
く
）、
車
椅
子
可
、
若
干
の

パ
ソ
コ
ン
操
作
経
験
の
あ
る
方

定
員

７
名
（
面
接
で
選
考
）

受
講
料

無
料

申
込
み

１２
月
１０
日
貉
ま
で
に
公
共
職

業
安
定
所
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

い
ぬ
や
ま
ｅ
ー
パ
ソ
コ
ン

ス
タ
ー
ト
③
コ
ー
ス

日
時

１
月
１３
日
貂
か
ら
２
月
２５
日
貉

ま
で
の
毎
週
月
か
ら
金
曜
日

午
前

９
時
３０
分
か
ら
午
後
３
時
３０
分

場
所

犬
山
市
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

内
容

パ
ソ
コ
ン
の
基
礎
か
ら
応
用
ま

で
の
技
術
習
得

対
象

障
害
者
手
帳
所
持
者
（
身
体
・

精
神
）、
車
椅
子
不
可

定
員

７
名
（
面
接
で
選
考
）

受
講
料

無
料
（
テ
キ
ス
ト
代
は
別
途

必
要
で
す
）

申
込
み

１２
月
１９
日
貊
ま
で
に
公
共
職

業
安
定
所
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

愛
知
県
障
害
者
職
業
能
力
開
発
校

蘂
０
５
３
３
―

９３
―

２
１
０
２

年
末
年
始
の
朝
市
開
催
日
は
次
の
と

お
り
で
す
。
ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

年
内
最
終
開
催
日

１２
月
２７
日
貍

午

前
７
時
３０
分
か
ら
８
時
３０
分

年
始
の
開
催
日

１
月
１０
日
貍

午
前

７
時
３０
分
か
ら
８
時
３０
分

年
の
瀬
を
控
え
、
あ
わ
た
だ
し
さ
を

感
じ
る
季
節
と
な
り
ま
し
た
。
犯
罪
に

あ
わ
な
い
た
め
、
防
犯
対
策
は
、「
で
き

る
こ
と
か
ら
ひ
と
つ
で
も
」
の
気
持
ち

で
実
行
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

運
動
期
間

１２
月
１
日
豺
か
ら
２０
日
貍

運
動
の
重
点

▽
子
ど
も
の
安
全
確
保

お
よ
び
ひ
っ
た
く
り
等
街
頭
で
起
き

る
身
近
な
犯
罪
の
防
止
▽
住
宅
・
店

舗
等
を
対
象
と
し
た
侵
入
犯
罪
の
防

止
▽
振
り
込
め
詐
欺
の
被
害
防
止

年
末
は
交
通
量
が
増
加
し
、
交
通
事

故
が
最
も
多
発
す
る
時
期
で
す
。
新
し

い
年
を
笑
顔
で
迎
え
る
た
め
に
も
、
安

全
運
転
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

運
動
期
間

１２
月
１
日
豺
か
ら
１０
日
貉

運
動
の
重
点

▽
飲
酒
運
転
を
根
絶
し

よ
う
▽
高
齢
者
を
交
通
事
故
か
ら
守

ろ
う
▽
夕
暮
れ
時
と
夜
間
の
歩
行

中
・
自
転
車
乗
用
中
の
交
通
事
故
を

な
く
そ
う
▽
後
部
座
席
を
含
む
シ
ー

ト
ベ
ル
ト
と
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
を

正
し
く
着
用
し
よ
う
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そ
の
他

そ
の
他

特
別
慰
労
品
の
贈
呈

ほ
ほ
え
み
プ
ラ
ザ
１
階
／
福
祉
課

94
ー
１
２
２
２

蘂
花
も
ち
づ
く
り

ほ
ほ
え
み
プ
ラ
ザ
２
階
／
地
域
振
興
課

94
ー
０
５
３
０

蘂

愛
知
県
障
害
者
委
託
訓
練

ほ
ほ
え
み
プ
ラ
ザ
１
階
／
福
祉
課

94
ー
１
２
２
２

蘂

年
末
年
始
の
朝
市
開
催
日

役
場
／
環
境
経
済
課

95
―
１
１
１
１

内
線
１
６
６

蘂

年
末
の
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
県
民
運
動

役
場
／
行
政
課

95
―
１
１
１
１

内
線
１
１
３

蘂
年
末
の
交
通
安
全
県
民
運
動

役
場
／
行
政
課

95
―
１
１
１
１

内
線
１
１
３

蘂



社
会
保
険
料
控
除
に
使
用
す
る
た
め

の
「
国
民
健
康
保
険
税
納
付
確
認
票
」

「
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
納
付
確
認

票
」「
介
護
保
険
料
納
付
証
明
書
」
は
、

確
定
申
告
に
合
わ
せ
、
平
成
２１
年
１
月

下
旬
に
発
送
す
る
予
定
で
す
。

年
末
調
整
で
年
内
に
必
要
な
方
は
、

「
国
民
健
康
保
険
税
納
付
確
認
票
」「
後

期
高
齢
者
医
療
保
険
料
納
付
確
認
票
」

に
つ
い
て
は
保
険
年
金
課
、「
介
護
保
険

料
納
付
証
明
書
」
に
つ
い
て
は
福
祉
課

へ
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

役
場

保
険
年
金
課

蘂
９５
―

１
１
１
１

内
線
１
５
１

ほ
ほ
え
み
プ
ラ
ザ
１
階

福
祉
課

蘂
９４
―

１
２
２
２

ヨ
ガ
に
は
心
と
身
体
を
〝
結
び
付
け

る
〞
と
い
う
意
味
が
あ
り
ま
す
。
夫
婦
、

友
達
、
親
子
な
ど
、
２
名
１
組
で
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

日
時

１２
月
１３
日
貍

午
後
７
時
か
ら

８
時
４５
分

場
所

ほ
ほ
え
み
プ
ラ
ザ
５
階

フ
ィ

ッ
ト
ネ
ス
ル
ー
ム

参
加
費

１
人
５
０
０
円

講
師

小
栗
久
実
子
先
生
（
日
本
ヨ
ガ

普
及
協
会
・
松
下
ヨ
ガ
学
院
指
導
員
）

定
員

１５
組
３０
名
（
定
員
に
な
り
次
第

締
め
切
り
ま
す
）

申
込
み
先

ほ
ほ
え
み
プ
ラ
ザ
２
階

地
域
振
興
課

蘂
９４
―

０
５
３
０

午
前
８
時
３０
分
か
ら
午
後
５
時
３０
分

ま
で
（
た
だ
し
祝
日
を
除
く
）

企
画
・
運
営

お
お
ぐ
ち
男
女
共
同
参
画
懇
話
会

大
口
町
元
気
な
ま
ち
づ
く
り
事
業

劇
団
ほ
ほ
え
み
第
１５
回
定
期
公
演

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
『
サ
ラ
サ
と
ル
ル
ジ
』

大
口
町
民
を
中
心
に
発
足
、
活
動
し

て
い
る
劇
団
ほ
ほ
え
み
は
、
子
ど
も
か

ら
大
人
ま
で
楽
し
め
る
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル

公
演
を
続
け
て
１５
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。

今
年
は
、
ピ
ア
ノ
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
等

の
生
演
奏
に
の
せ
て
、
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル

『
サ
ラ
サ
と
ル
ル
ジ
』を
お
届
け
し
ま
す
。

日
時

▽
１２
月
２０
日
貍

午
後
６
時
３０
分
か
ら

▽
１２
月
２１
日
豸

午
後
２
時
か
ら

※
開
場
は
３０
分
前
で
す

場
所

町
民
会
館
２
階

ホ
ー
ル

料
金

▽
大
人
１
０
０
０
円
（
当
日
１

５
０
０
円
）
▽
小
人
（
３
歳
以
上
中

学
生
以
下
）
５
０
０
円
（
当
日
８
０

０
円
）
▽
３
歳
未
満
無
料

チ
ケ
ッ
ト
販
売
お
よ
び
問
合
せ
先

劇
団
ほ
ほ
え
み
事
務
局

大
森

蘂
９５
―

３
６
８
６

http://d.hatena.ne.jp/
gekiniconico/

絵
本
を
大
き
な
紙
芝
居
に
し
て
、
完

成
後
に
絵
本
の
作
者
で
あ
る
「
ひ
ぐ
ち

み
ち
こ
」
さ
ん
の
お
話
を
聞
き
ま
す
。

絵
本
の
好
き
な
方
、
子
育
て
中
の
方
、

大
勢
で
何
か
を
作
り
上
げ
た
い
方
、
一

緒
に
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？

切
り
絵
な
の
で
、
絵
に
自
信
が
な
く

て
も
大
丈
夫
で
す
。

日
時

１
月
８
日
貅
か
ら
毎
週
木
曜
日

（
６
回
の
予
定
）

午
前
１０
時
３０
分
か

ら
正
午

場
所

南
児
童
セ
ン
タ
ー
「
ふ
ら
っ
と

ル
ー
ム
」

費
用

１
回
３
０
０
円
（
ド
リ
ン
ク
付
）

※
ひ
ぐ
ち
み
ち
こ
さ
ん
の
講
演
会
は
別

途
チ
ケ
ッ
ト
代
が
必
要
で
す

定
員

１０
名
（
先
着
順
）

申
込
期
間

１２
月
８
日
豺
か
ら
１２
日
貊

午
前
１０
時
か
ら
午
後
３
時

申
込
み
お
よ
び
問
合
せ
先

ま
み
ー
ぽ
け
っ
と

蘂
０
９
０
―

９
１
２
５
―

６
８
０
４

日
時

１
月
２５
日
豸

▽
受
付

午
後
０
時
３０
分
か
ら

▽
開
会
式

午
後
１
時
３０
分
か
ら

場
所

温
水
プ
ー
ル

対
象

小
学
生
以
上

申
込
期
間

１２
月
７
日
豸
午
前
１０
時
か

ら
１
月
１１
日
豸
午
後
７
時
ま
で

申
込
み

温
水
プ
ー
ル
１
階
受
付
で
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
申
込
書
お
よ

び
競
技
種
目
等
の
大
会
詳
細
に
つ
い

て
は
、
温
水
プ
ー
ル
１
階
受
付
ま
た

は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
ウ
ィ
ル
大
口

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

※
電
話
で
の
申
込
み
は
受
け
付
け
て
い

ま
せ
ん

協
働
主
催

ウ
ィ
ル
大
口
ス
ポ
ー
ツ
ク

ラ
ブ
・
大
口
町
教
育
委
員
会

問
合
せ
先

ウ
ィ
ル
大
口
ス
ポ
ー
ツ
ク

ラ
ブ
（
温
水
プ
ー
ル
１
階
受
付
）

蘂
９５
―

１
３
１
３

※
火
曜
日
休
み
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保
険
税
納
付
確
認
票
の
発
送

役
場
／
保
険
年
金
課

95
―
１
１
１
１

内
線
１
５
１

蘂
ペ
ア
ｄｅ
ヨ
ガ

ほ
ほ
え
み
プ
ラ
ザ
２
階
／
地
域
振
興
課

94
ー
０
５
３
０

蘂

劇
団
ほ
ほ
え
み
第
15
回
定
期
公
演

ほ
ほ
え
み
プ
ラ
ザ
２
階
／
地
域
振
興
課

94
ー
０
５
３
０

蘂

巨
大
紙
芝
居
を
作
ろ
う
！

ほ
ほ
え
み
プ
ラ
ザ
２
階
／
地
域
振
興
課

94
ー
０
５
３
０

蘂

ス
イ
ム
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
２
０
０
９

温
水
プ
ー
ル
２
階
／
生
涯
学
習
課

95
ー
３
１
５
５

蘂
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あなたの身のまわりの「まちの話題」をお寄せください。
問合せ先 役場 情報課 蘂95-1111 内線163
※「まちの話題」は「大口町NPO団体登録ZOOM」が取材・編集をおこなっています。

交
通
事
故
防
止
を
呼
び
掛
け
る『
年
末
交

通
安
全
県
民
運
動
』の
街
頭
啓
発
活
動
で
配

ら
れ
る
啓
発
グ
ッ
ズ
を
、毎
年
制
作
し
て
い

る
身
体
障
が
い
者
協
会
女
性
部
。

今
年
は『
キ
ッ
チ
ン
ク
ロ
ス
セ
ッ
ト
』を
7

月
か
ら
制
作
し
ま
し
た
。ク
ロ
ス
に
は
、メ
ン

バ
ー
が
デ
ザ
イ
ン
し
た
イ
ラ
ス
ト
を
一
枚
ず

つ
刺
繍
。毛
糸
で
編
ん
だ
ア
ク
リ
ル
タ
ワ
シ

も
す
べ
て
手
作
り
。ア
イ
ロ
ン
を
し
て
仕
上

げ
、3
4
0
セ
ッ
ト
が
完
成
し
ま
し
た
。

「
時
間
は
掛
か
る
け
れ
ど
、み
ん
な
で
分

担
し
、ワ
イ
ワ
イ
話
を
し
な
が
ら
作
業
を
す

る
の
が
楽
し
い
。こ
れ
を
見
て
、ち
ょ
っ
と
で

も
交
通
安
全
に
心
掛
け
よ
う
と
い
う
気
持

ち
に
な
っ
て
も
ら
え
る
だ
け
で
う
れ
し
い

今
年
も
交
通
安
全
に
願
い
を
込
め
て

身
体
障
が
い
者
協
会
女
性
部

11
6

木

フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
ク
ラ
ブ

今
年
も
豊
作
！

秋
の
収
穫
祭

10
11
土

１
年
を
通
し
て
農
業
体
験
を
す
る

フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
ク
ラ
ブ
が
、秋
の
収
穫

祭
を
お
こ
な
い
、い
も
掘
り
や
野
菜
の

種
ま
き
、稲
刈
り
を
し
ま
し
た
。

参
加
し
た
子
ど
も
た
ち
は
、約
50

名
。今
回
は
、高
学
年
以
上
が
稲
刈
り

機
に
も
挑
戦
。貴
重
な
体
験
が
で
き
、

み
ん
な
大
喜
び
！

農
業
体
験
終
了
後
は
、参
加
者
全

員
で
焼
そ
ば
や
、鬼
ま
ん
じ
ゅ
う
を
作

り
、楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。

わ
」と
話
す
女
性
部
の
佐
藤
さ
ん
。

１１
月
６
日（
木
）に
は
、身
体
障
が

い
者
協
会
会
長

廣
瀬
艶
男
さ
ん
と

女
性
部
代
表

山
田
和
子
さ
ん
が
大

口
町
役
場
を
訪
れ
、交
通
安
全
グ
ッ
ズ

を
酒
井
町
長
に
手
渡
し
ま
し
た
。

廣
瀬
会
長
は
、「
交
通
事
故
が
な
く

な
る
よ
う
、願
い
を
込
め
て
製
作
し

た
交
通
安
全
グ
ッ
ズ
で
す
。安
全
運
転

に
心
掛
け
て
ほ
し
い
で
す
ね
」と
、気

持
ち
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。
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交
通
安
全
教
室
で
お
約
束

町
内
保
育
園

町
内
の
各
保
育
園
で
、愛
知
県
警
交
通
安

全
教
育
チ
ー
ム「
あ
ゆ
み
」の
女
性
警
察
官

に
よ
る
、交
通
安
全
教
室
が
お
こ
な
わ
れ
ま

し
た
。

園
児
た
ち
は
、パ
ネ
ル
や
紙
芝
居
で
、横

断
歩
道
の
正
し
い
渡
り
方
な
ど
、交
通
ル
ー

ル
を
学
び
ま
し
た
。ほ
か
に
も
全
国
的
に
小

さ
な
子
ど
も
を
狙
っ
た
通
り
魔
事
件
が
多

発
し
て
い
る
た
め
、不
審
な
人
に
遭
っ
た
ら

『
助
け
て
！
』と
、大
き
な
声
で
助
け
を
求
め

る
練
習
も
し
ま
し
た
。

最
後
は
女
性
警
察
官
と
、道
路
で
や
っ
て

は
い
け
な
い
『
は
・
ひ
・
ふ
・
へ
・
ほ
』の

約
束
を
し
ま
し
た
。

▲みんなで交通安全について考えました

愛
知
さ
く
ら
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
が

手
作
り
絵
本
贈
呈
10
22
水

10
10
金

▲警察官、パトカーと記念撮影「はい！チーズ」

社
会
貢
献
活
動
を
展
開
し
て
い
る
、愛
知

さ
く
ら
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ（
会
員
40
名
）

が
、大
口
町
に
2
5
0
冊
の
手
作
り
絵
本
を

贈
呈
。4
か
月
児
健
診
に
訪
れ
た
お
母
さ
ん

に
配
ら
れ
ま
し
た
。愛
知
さ
く
ら
ラ
イ
オ
ン
ズ

ク
ラ
ブ
は
、平
成
18
年
に
結
成
。女
性
の
目
線

で
何
か
に
取
り
組
み
た
い
と
、ア
イ
バ
ン
ク
登

録
の
推
進
な
ど
の
ほ
か
、乳
幼
児
や
母
親
の
支

援
活
動
に
力
を
注
い
で
い
ま
す
。

子
ど
も
に
愛
情
を
い
っ
ぱ
い
注
い
で
ほ
し
い

と
、メ
ン
バ
ー
の
発
案
で『
こ
も
り
う
た

わ

ら
べ
う
た
』の
絵
本
を
制
作
。「
最
近
は
あ
ま

り
歌
わ
れ
な
く
な
っ
た
子
守
唄
。子
守
唄
は
、

親
子
の
絆
を
深
め
、赤
ち
ゃ
ん
は
と
て
も
喜
ぶ

ん
で
す
よ
。良
い
子
守
唄
を
伝
え
て
い
き
た
い

で
す
」と
、会
長
の
船
橋
さ
ん
。

▲イラストは扶桑町の佐藤麻衣子さん

▲お母さんといっしょに『わらべうた』を歌いました♪
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赤
ち
ゃ
ん
が
心
地
よ
〜
く
育
つ
子
育
て
講
座

子
ど
も
の
根
っ
こ
を
育
て
る
会

▲パンツにはき替え、足の動きが自由になった赤ちゃん

▲講師の石川香さん

悪
質
商
法
対
処
法

〜
ネ
ッ
ト
携
帯
に
ひ
そ
む
危
険
〜

10
20
月

10
24

金

大
口
中
学
校
で
、消
費
生
活
専
門
相
談
員

の
広
田
福
世
さ
ん
を
お
迎
え
し
、『
悪
質
商

法
対
処
法
〜
ネ
ッ
ト
携
帯
に
ひ
そ
む
危
険

〜
』の
講
座
が
開
か
れ
、3
年
生（
2
6
1

名
）が
聴
講
し
ま
し
た
。

携
帯
電
話
は
今
、私
達
の
生
活
に
外
す
こ

と
の
で
き
な
い
必
須
ア
イ
テ
ム
。家
庭
の
中

で
使
わ
れ
て
い
る
携
帯
電
話
は
、自
然
と
子

ど
も
た
ち
に
も
触
れ
る
機
会
が
多
く
な
り
、

使
用
開
始
年
齢
は
、ま
す
ま
す
低
年
齢
化
し

て
い
る
そ
う
で
す
。

今
回
の
講
座
で
は
、ネ
ッ
ト
携
帯
の『
危

険
』『
契
約
の
大
切
さ
』を
学
び
ま
し
た
。

「
不
審
な
メ
ー
ル
は
開
け
な
い
、返
信
し
な

い
、架
空
請
求
が
き
て
も
無
視
を
す
る
、無

料
サ
イ
ト
に
は
慎
重
に
契
約
す
る
こ
と
。も

し
も
、お
金
の
請
求
が
き
た
と
き
は
、一
人
で

悩
ま
ず
、親
や
先
生
に
相
談
し
て
く
だ
さ

い
。未
成
年
契
約
の
取
消
し
や
、ク
ー
リ
ン

グ
オ
フ
制
度
も
あ
り
ま
す
よ
」と
、ア
ド
バ

イ
ス
を
す
る
広
田
さ
ん
。

赤
ち
ゃ
ん
を
育
て
る
時
の
ポ
イ
ン

ト
・
抱
き
方
・
睡
眠
・
五
感
へ
の
働

き
か
け
を
、経
験
豊
富
な
保
育
士
が

ア
ド
バ
イ
ス
を
し
て
く
れ
る
、『
赤
ち

ゃ
ん
が
心
地
よ
〜
く
育
つ

子
育
て

講
座
』が
、開
か
れ
ま
し
た
。

前
回
も
大
好
評
だ
っ
た
、10
組
限

定
の
こ
の
講
座
。講
師
の
石
川
香
さ

ん
が
、
一
人
ひ
と
り
の
赤
ち
ゃ
ん
を

じ
っ
く
り
見
な
が
ら
、子
育
て
の
ア
ド

バ
イ
ス
。

後
半
は
、全
員
お
む
つ
を
は
ず
し
、

パ
ン
ツ
に
は
き
替
え
、赤
ち
ゃ
ん
の
体

が
ゆ
る
ん
で
気
持
ち
よ
く
な
る
抱
き

方
や
、遊
び
方
の
こ
つ
な
ど
を
教
え

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

▲消費生活専門相談員 広田福世さん
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北
保
育
園
で
、父
母
の
会
主
催
に
よ
る

『
こ
だ
ま
鉄
道
乗
車
体
験
』が
お
こ
な
わ
れ

ま
し
た
。園
庭
に
敷
き
つ
め
た
線
路
の
上

を
、ミ
ニ
蒸
気
機
関
車
が
子
ど
も
た
ち
を
乗

せ
て
軽
快
に
走
り
ま
し
た
。

力
強
く
走
る
石
炭
燃
料
の
機
関
車
か
ら

は
、時
々
勢
い
よ
く
蒸
気
が
吹
き
出
ま
す
。

園
児
た
ち
は「
け
む
り
が
出
て
る
〜
」と
大

喜
び
！

参
観
の
保
護
者
や
未
就
園
の
小
さ
い
子

ど
も
た
ち
も
乗
車
体
験
を
し
ま
し
た
。

年
長
児
は
乗
車
後
、ミ
ニ
Ｓ
Ｌ
の
絵
を
描

き
ま
し
た
。

北
保
育
園
に

こ
だ
ま
鉄
道
が
や
っ
て
き
た

11
5

水

稲
刈
り
体
験
＆
収
穫
祭　

　
　
　
　
　
　
河
北
エ
コ・
リ
サ
イ
ク
ル
の
会

　

6
月
に
ナ
イ
ジ
ェ
リ
ア
の
方
と
交
流
を
兼

ね
、田
植
え
を
お
こ
な
っ
た
場
所
で
、『
稲
刈

り
体
験
＆
収
穫
祭
』が
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
の
は
、河
北
エ
コ
・
リ
サ
イ
ク

ル
の
会
会
員
と
子
ど
も
会
、約
80
名
。

　

N
P
O
登
録
団
体 

河
北
エ
コ
・
リ
サ
イ

ク
ル
の
会
は
、河
北
地
区
ほ
と
ん
ど
の
世
帯

が
会
員
と
な
っ
て
、生
ゴ
ミ
を
た
い
肥
に
す

る
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

　

収
穫
祭
で
は
、そ
の
た
い
肥
を
使
い
、会

員
が
育
て
た
、
白
菜
・
大
根
・
人
参
・
里

い
も
・
ね
ぎ
で
作
っ
た
豚
汁
と
黒
米
飯
を

試
食
。河
北
集
荷
場
は
、世
代
を
超
え
た
交

流
会
の
よ
う
で
し
た
♪

11
9

日

▲運転手は扶桑町の千田さん
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つ
な
が
れ　

ひ
ろ
が
れ　

い
き
い
き
大
口
！

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ふ
れ
あ
い
ま
つ
り　

2
0
0
8　

11
1・2

土・日

▼体験スペースは子どもたちで満席！ ▲中央公民館の美術・趣味・写真の展覧会 ▲健康まつり

▲生ゴミのたい肥で作られた無農薬野菜の販売

▲ハローワークで仕事を探し店員さんに

▲お父さん・お母さんと一緒に元気よくあんぱんまん体操！

▲桜口魂の『お～い　おにぎり』も行列ができてました ▲ロックバンドフェスティバル＆ダンスグループ大競演の観客 ▲高齢者擬以体験

　

11
月
1
日（
土
）、2
日（
日
）の
2

日
間
、中
央
公
民
館
お
よ
び
ほ
ほ
え

み
プ
ラ
ザ
と
そ
の
周
辺
で『
ふ
れ
あ
い

ま
つ
り
』が
お
こ
な
わ
れ
、大
勢
の
人

で
賑
わ
い
ま
し
た
。

　

両
日
と
も
天
候
に
恵
ま
れ
、ど
の

ブ
ー
ス
も
行
列
が
で
き
る
ほ
ど
！

　

1
日（
土
）の
北
小
P
T
A
の
催
し

で
は
、親
子
で
イ
ス
づ
く
り
に
挑
戦
！

1
2
0
組
の
イ
ス
が
完
売
し
ま
し

た
。2
日（
日
）の
特
設
ス
テ
ー
ジ
で

は
、『
ロ
ッ
ク
バ
ン
ド
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

＆
ダ
ン
ス
グ
ル
ー
プ
大
競
演
！！
』が

開
催
さ
れ
、多
く
の
グ
ル
ー
プ
が
参

加
。ふ
れ
あ
い
ま
つ
り
を
盛
り
上
げ
て

く
れ
ま
し
た
。
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憩
い
の
四
季
裏
に『
憩
い
の
四
季
健
康
遊

具
公
園
』が
オ
ー
プ
ン
。11
月
1
日（
土
）に

竣
工
式
が
お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
。

　
『
憩
い
の
四
季
健
康
遊
具
公
園
』の
4
つ

の
遊
具
は
、カ
リ
モ
ク
家
具
が
国
立
長
寿
医

療
セ
ン
タ
ー
の
監
修
・
指
導
を
受
け
、高
齢

者
の
た
め
の
健
康
づ
く
り（
介
護
予
防
・
健

康
増
進
・
転
倒
予
防
）に
開
発
し
た
遊
具

で
、株
式
会
社
東
海
理
化
か
ら
寄
贈
さ
れ
ま

し
た
。

　

緑
に
囲
ま
れ
、日
当
た
り
も
良
く
、素
敵

な
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
も
楽
し
め
る
公
園
で
す
。

親
し
み
や
す
い
デ
ザ
イ
ン
の
遊
具
を
有
効

的
に
活
用
し
て
、楽
し
く
体
力
作
り
が
で
き

ま
す
ね
♪　
　

憩
い
の
四
季
に
健
康
遊
具
公
園 

が
オ
ー
プ
ン   　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

憩
い
の
四
季　

11
1

土
▲『ひざ伸ばし椅子』ひざ関節周りの筋肉を曲げ伸ばし

▲カリモク家具の方から遊具の説明を受けました

地
域
に
貢
献

　
　
　

企
業
と
緑
あ
ふ
れ
る
ま
ち
づ
く
り　

　

中
小
口
の
尾
張
広
域
緑
道
で
、
株
式
会

社
東
海
理
化
・
N
P
O
登
録
団
体
Ｇ
ｅ
ｎ
ｋ

ｉ
森
も
り
・
大
口
町
と
の
合
同
企
画
、『
植

樹
イ
ベ
ン
ト　

ふ
る
さ
と
の
森
づ
く
り
』が

催
さ
れ
、約
1
4
0
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
、5
種
類
の
苗
木
9
0
0
本
を

約
3
0
0
M
に
わ
た
り
定
植
。苗
木
の
保
護

と
栄
養
分
に
わ
ら
を
敷
き
詰
め
、肥
料
、水

や
り
を
し
ま
し
た
。植
樹
後
は
、交
流
会
や

ど
ん
ぐ
り
工
作
、あ
っ
た
か
と
ん
汁
ラ
ン
チ

を
し
て
楽
し
み
ま
し
た
。

　
「
今
後
も
、夏
場
の
水
や
り
や
、草
取
り
を

兼
ね
た
楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
も
企
画
し
て
い
る

の
で
、気
軽
に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
」と
、Ｇ

ｅ
ｎ
ｋ
ｉ
森
も
り　

代
表
の
寺
澤
さ
ん
。　

▲ダッシュマンも一緒に植樹♪

▲どんぐり工作に、たくさんの子どもたちが参加

▲900本のうち、52本はメンバーがどんぐりから3年かけて育てた苗木

▲植樹の説明「こんな風にしてください～」

10
25
土
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まちの達人
山 本 孝 広 さん

介護の仕事って
言葉では言い表せない
喜びが、たくさん
あるんですよ

き
っ
か
け
は
…

大
口
町
社
会
福
祉
協
議
会
訪
問
介
護
事
業

所
サ
ー
ビ
ス
提
供
責
任
者
の
山
本
孝
広
さ
ん

は
、大
口
町
で
介
護
の
仕
事
を
し
て
5
年
目
。

現
在
41
歳
で
す
。

介
護
の
仕
事
を
始
め
た
き
っ
か
け
は
、看
護

士
を
し
て
い
る
友
人
か
ら
体
験
談
を
聞
き
、と

て
も
興
味
を
覚
え
た
か
ら
。

「
仕
事
を
始
め
た
当
初
は『
人
の
役
に
立
ち

た
い
』と
い
う
、気
負
っ
た
気
持
ち
は
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。で
も
、仕
事
を
重
ね
て
い
く
う
ち

に
、利
用
者
さ
ん
に
少
し
で
も
介
護
福
祉
に
関

す
る
専
門
的
な
知
識
と
技
術
で
介
護
を
し
て

あ
げ
た
い
と
、様
々
な
の
資
格
を
取
得
し
ま
し

た
」と
、笑
顔
で
話
す
山
本
さ
ん
。
一
人
ひ
と

り
に
適
切
な
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
た
め
、よ

り
高
度
な
知
識
を
学
び
つ
づ
け
た
い
と
、今
も

次
の
目
標
に
向
か
っ
て
勉
強
中
で
す
。

「
で
き
る
こ
と
は
自
分
で
。ひ
と
り
で
難
し
い
こ

と
は
手
伝
う
。そ
れ
が
介
護
で
す
。介
護
を
必

要
と
し
て
い
る
人
が
、も
っ
と
自
由
に
生
活
で
き

る
か
を
一
緒
に
考
え
、利
用
者
さ
ん
に
合
っ
た

『
訪
問
介
護
計
画
』を
介
護
ス
タ
ッ
フ
で
作
り
、

一
定
し
た
サ
ー
ビ
ス
を
し
ま
す
。ス
タ
ッ
フ
の
連

携
や
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
が
と
て
も
大
切
な
ん
で

す
。そ
し
て
、心
と
体
の
両
方
を
手
助
け
し
、利

用
者
さ
ん
に
心
か
ら
笑
顔
で
過
ご
し
て
も
ら
い

た
い
で
す
ね
」

山
本
さ
ん
た
ち
を
心
待
ち
に
し
て
い
る
利
用

者
さ
ん
が
多
い
の
も
、う
な
ず
け
ま
す
。

写真上／いつも前向きな山本さん
写真中／週２回トレーニングジムで利用者さんと一緒に運動してい
ます
写真下／社会福祉協議会の方たちと一緒に撮りました
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Be AmbitiousBe Ambitious vol.174vol.174 町内にお住まいの20代の皆さんがリレーで登場！町内にお住まいの20代の皆さんがリレーで登場！

そ
ん
な
に
歴
史
が
好
き
だ
っ
た

わ
け
で
は
な
い
ん
で
す
が
、6
年
生

の
時
に
、担
任
の
先
生
か
ら「
安
藤

は
本
当
に
歴
史
に
詳
し
い
な
ぁ
」と

誉
め
ら
れ
た
こ
と
が
励
み
と
な
り
、

い
ろ
い
ろ
と
本
を
読
む
う
ち
に
、結

果
的
に
歴
史
が
大
好
き
に
な
っ
て
い

ま
し
た
。高
校
時
代
に
は
、級
友
か

ら「
歴
史
博
士
」と
呼
ば
れ
る
ま
で

に（
笑
）

日
本
史
が
好
き
で
、現
在
大
学

3
年
生
で
す
が
、卒
論
は
世
界
恐
慌

か
ら
戦
後
の
激
動
の
時
代
を
経
済

学
の
視
点
も
入
れ
て
、書
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

就
職
は
や
は
り
好
き
な
歴
史
を

仕
事
に
し
た
い
の
で
、社
会
科
の
教

師
を
志
望
し
て
い
ま
す
。

も
う
す
ぐ
教
育
実
習
が
始
ま
る

の
で
、生
徒
た
ち
に
、教
科
書
に
書

か
れ
て
い
る
だ
け
の
歴
史
で
は
な

く
、そ
の
奥
を
考
え
て
も
ら
い
、「
歴

史
っ
て
面
白
い
」と
思
っ
て
も
ら
え

る
よ
う
な
授
業
を
し
た
い
で
す
ね
。

そ
し
て
や
っ
ぱ
り
生
徒
を
誉
め

る
事
。人
は
誉
め
ら
れ
る
と
、伸
び

る
と
思
う
の
で
。自
分
も
そ
う
で
し

た
か
ら
ね（
笑
）

父
は
気
持
ち
が
優
し
く
、話
題
が

豊
富
な
人
。父
と
話
し
て
い
る
と
、

と
っ
て
も
楽
し
い
で
す
ね
。

母
は
料
理
が
上
手
で
、オ
リ
ジ
ナ

ル
料
理
の
天
才
。

二
人
と
も
し
つ
け
に
は
と
て
も

厳
し
か
っ
た
け
れ
ど
、そ
の
分
他
の

面
で
は
優
し
か
っ
た
で
す
ね
。そ
の

バ
ラ
ン
ス
が
と
て
も
良
く
て
、今
で

は
叱
ら
れ
た
事
も
感
謝
し
て
い
ま

す
。両

親
に
は
、こ
の
ま
ま
ず
っ
と
幸

せ
で
い
て
欲
し
い
と
、心
か
ら
願
っ

て
い
ま
す
。

本
当
に
歴
史
博
士
！

何
を
質

問
し
て
も
、ポ
ン
と
答
え
が
返
っ
て

来
ま
す
。楽
し
か
っ
た
〜
。

歴
史
博
士
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す

好
き
な
歴
史
を
仕
事
に

取
材
に
て

厳
し
さ
と
優
し
さ

安
藤

育
将
さ
ん
（
秋
田
）
S
62・4・17
生

「
じ
ゃ
あ
、智
子
さ
ん
は
6
時
に
現
地
で
！
」と
い
う
言
葉
に
送
り
出
さ
れ
、

仕
事
場
を
あ
と
に
し
た
。今
夜
は
職
場
で
の
親
睦
を
兼
ね
て
の
飲
み
会
が
予

定
さ
れ
て
い
る
。帰
宅
途
中
に
幼
稚
園
ま
で
子
ど
も
達
を
迎
え
に
行
き
、ゆ
う

げ
の
支
度
を
済
ま
せ
、夫
の
帰
宅
を
待
っ
た
。夜
に
家
を
空
け
る
こ
と
に
た
め

ら
い
が
あ
っ
た
が
、夫
の「
そ
ん
な
付
き
合
い
も
大
切
だ
よ
」の
言
葉
に
甘
え
る

こ
と
に
し
た
。

今
日
初
め
て
顔
を
合
わ
せ
る
人
も
い
る
の
で
緊
張
し
な
が
ら
会
場
に
入
っ
て
い

く
と
、見
慣
れ
た
同
僚
の「
大
口
さ
ん
、こ
っ
ち
、こ
っ
ち
」の
声
で
指
示
さ
れ
た
と
こ

ろ
に
チ
ョ
コ
ン
と
座
っ
た
。社
長
の
挨
拶
、乾
杯
、新
入
社
員
挨
拶
と
進
み
、楽
し
い

親
睦
会
も
滞
り
な
く
終
了
し
た
。

迎
え
に
来
て
く
れ
た
夫
の
助
手
席
で「
楽
し
か
っ
た
わ
、あ
り
が
と
う
。最
近
は

女
性
社
員
が
男
の
人
に
お
酌
を
し
て
回
ら
な
い
し
、イ
ッ
キ
飲
み
を
す
る
若
い
子

達
も
い
な
い
の
よ
。」「
ア
ハ
、前
に
智
子
が
勤
め
て
い
た
こ
ろ
は
、バ
ブ
ル
絶
頂
期

だ
っ
た
か
ら
な
。今
そ
ん
な
こ
と
を
強
要
し
た
ら〝
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
で
す
〞っ
て
言
わ

れ
ち
ゃ
う
よ
。」

細
く
開
け
た
窓
か
ら
の
風
が
、ほ
ん
の
り
酔
っ
た
智
子
に
は
気
持
ち
良
か
っ
た
。

つ
づ
く

6
が
企
画
す
る『
さ
ん
か
く
物
語
』

※この物語はおおぐちに住むアラフォー世代の女性に視座をおき、皆さんから寄せられたご意見・ご要望をもとに物語が展開していきます。
ご意見・ご感想・ご要望は地域振興課まで メール chiiki@town.oguchi.lg.jp 電話 94－0530

ア
ル
コ
ー
ル
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト（
通
称
ア
ル
ハ
ラ
）と
は
、ア
ル
コ
ー
ル
飲
料
に
絡

む
嫌
が
ら
せ
全
般
を
指
す
言
葉
で
、ア
ル
コ
ー
ル
類
の
多
量
摂
取
の
強
要（
イ
ッ

キ
飲
み
）な
ど
対
人
関
係
の
問
題
や
、酩
酊
状
態
に
陥
っ
た
者
が
お
こ
な
う
各
種

迷
惑
行
為
な
ど
の
社
会
的
ト
ラ
ブ
ル
を
含
む
。日
本
で
は
、ア
ル
コ
ー
ル
ハ
ラ
ス

メ
ン
ト
が
原
因
で
の
死
亡
者
が
で
た
こ
と
を
き
っ
か
け
と
し
て
1
9
8
0
年
代

以
降
に
急
速
に
問
題
視
さ
れ
は
じ
め
た
。

ま
た
、女
性
社
員
に
お
酌
の
強
要
な
ど
を
す
る
こ
と
は
立
派
な
セ
ク
シ
ャ
ル
ハ

ラ
ス
メ
ン
ト（
性
的
嫌
が
ら
せ
）で
あ
り
、男
女
雇
用
機
会
均
等
法
で
の
禁
止
規

定
な
の
じ
ゃ
よ
。

ル
ー
ル
を
守
っ
て
、楽
し
い
飲
み
会
に
し
た
い
も
の
じ
ゃ
な
。



は
じ
め
ま
し
て
。
6
月
2
日
に

3
3
8
8
ｇ
で
生
ま
れ
た
女
の
子
で

す
。生
ま
れ
て
か
ら
男
の
子
に
間
違
わ

れ
て
ば
っ
か
。さ
ら
に
髪
の
毛
切
っ
た
か

ら
余
計
ま
ち
が
わ
れ
ち
ゃ
う
け
ど
、女

の
子
だ
か
ら
ね
。こ
ん
な
に
か
わ
い
い

で
し
ょ
？

最
近
は
人
と
目
が
あ
う
と
笑
っ

た
り
、し
ゃ
べ
っ
た
り
す
る
の
が
大

好
き
。嬉
し
く
て
手
足
バ
タ
バ
タ

し
ち
ゃ
う
の
。お
も
ち
ゃ
で
遊
ぶ
の

大
好
き
。で
も
パ
パ
と
マ
マ
と
お

出
か
け
す
る
の
が
今
１
番
の
お
気

に
入
り
。

休
み
の
日
は
パ
パ
と
マ
マ
と
一

緒
に
お
出
か
け
す
る
の
が
楽
し

み
。早
く
も
っ
と
遠
く
に
お
出
か

け
し
た
い
な
。パ
パ
と
マ
マ
、色
ん

な
と
こ
ろ
に
連
れ
て
っ
て
ね
。

ぼ
く
、加
藤
旬
翔
だ
よ
♪

平
成
20
年
6
月
6
日
、元
気
に
産
ま

れ
た
ぼ
く
が
好
き
な
も
の
は
、メ
リ
ー

で
し
ょ
〜
、ボ
ー
ル
で
し
ょ
〜
、あ
と
、お

外
で
お
ひ
さ
ま
に
あ
た
る
こ
と
。で
も
、

や
っ
ぱ
り
一
番
す
き
な
の
は
パ
パ
と
マ

マ
か
な
★

パ
パ
は
お
仕
事
忙
し
い
け
ど
、

早
く
帰
っ
て
こ
れ
た
日
に
は
、喜

ん
で
ぼ
く
の
こ
と
お
風
呂
に
入
れ

て
く
れ
る
ん
だ
。夜
は
寝
ち
ゃ
っ

た
ぼ
く
と
お
手
て
も
つ
な
い
で
く

れ
る
の
。マ
マ
は
い
つ
も
一
緒
だ

か
ら
、今
は
少
し
見
え
な
く
な
る

と
泣
い
ち
ゃ
う
け
ど
、ぼ
く
は
男

の
子
！
こ
れ
か
ら
ど
ん
ど
ん
強
く

な
る
ん
だ
!!

い
ろ
ん
な
人
に
愛
さ
れ
て
、ぼ

く
、大
き
く
な
る
か
ら
見
て
て
ね

ー
♪

No.585

かとう しゅんとくん

No.584

おぐり みゆちゃん
（
余
野
）お

父
さ
ん

加
藤

洋
介

お
母
さ
ん

由
香
梨

（
余
野
）お

父
さ
ん

小
栗

拓
也

お
母
さ
ん

亜
実
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人 口 計 21,919人 男性 11,082人（前月比 ＋8人）
（11月1日現在） 女性 10,837人（前月比 ＋3人）
世帯数 7,600世帯（前月比 ＋7世帯）
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大
掃
除
の
季
節
が
や
っ
て
き
ま
し
た
ね

〜
。ど
こ
か
ら
始
め
ま
し
ょ
う
か
…
…
。掃

除
す
る
の
が
き
ら
い
な
場
所
は
、お
風
呂
と

キ
ッ
チ
ン
と
リ
ビ
ン
グ
と
寝
室
。っ
て
、全
部

じ
ゃ
ん
。と
ほ
ほ
。

（
す
も
も
）

新
築
し
た
友
人
の
家
に
遊
び
に
行
き
ま

し
た
。24
時
間
全
室
一
定
の
温
度
に
保
つ
と

い
う
優
れ
も
の
の
装
置
が
つ
い
て
い
ま
し

た
。羨
ま
し
い
！
冬
で
も
朝
起
き
る
の
が
つ

ら
く
な
い
で
す
ね
。

（
か
こ
）

学
生
の
と
き
に
や
っ
て
い
た
部
活（
バ
ド
ミ

ン
ト
ン
）の
同
窓
会
が
名
古
屋
で
あ
り
、
一

回
り
下
の
後
輩
ま
で
集
ま
り
ま
し
た
。今
年

定
年
退
職
を
さ
れ
る
先
生
が
、各
世
代
の
大

き
な
試
合
の
内
容
を
覚
え
て
い
る
記
憶
力
に

皆
び
っ
く
り
！

（
た
ー
ぼ
ー
）

177松
岡

さ
お
り
さ
ん

あ
お
い
ち
ゃ
ん
H
19・
3・
6
生

余野
○
月
×
日

い
つ
も
活
発
な
あ
お
ち
ゃ

ん
。児
童
セ
ン
タ
ー
や
公
園
に
行
く
と

一
番
元
気
に
走
り
回
っ
て
い
る
！

そ

ん
な
あ
お
ち
ゃ
ん
で
も
、マ
マ
と
離
れ
る

こ
と
が
出
来
な
い
ん
だ
よ
ね
。今
度
マ

マ
、歯
医
者
に
行
く
け
ど
、大
丈
夫
か
な

ぁ
…
。心
配
し
す
ぎ
か
ナ
。

○
月
×
日

あ
お
ち
ゃ
ん
の
好
き
な
物

は
…
ア
ン
パ
ン
マ
ン
。コ
レ
に
勝
る
も
の

は
な
い
！

そ
れ
か
ら
犬
や
猫
。マ
マ

で
も
怖
い
大
き
な
犬
で
も
触
り
に
行
く

か
ら
ド
キ
っ
と
す
る
よ
。あ
と
電
車
。

電
車
の
写
真
の
上
に
座
っ
て「
乗
っ
た

〜
！
」っ
て
喜
ん
で
る
♪

嫌
い
な
も

の
は
…
シ
ャ
ン
プ
ー
！

顔
に
水
が
か

か
る
の
が
怖
い
の
か
な
。シ
ャ
ン
プ
ー

ハ
ッ
ト
が
必
需
品
！

○
月
×
日

マ
マ
と
あ
お
ち
ゃ
ん
と
ば

ぁ
ば
の
日
課
は
、喫
茶
店
で
モ
ー
ニ
ン
グ
。

常
連
さ
ん
達
に
ニ
ッ
コ
リ「
お
は
よ
う

♪
」っ
て
、あ
お
ち
ゃ
ん
看
板
娘
の
よ
う

だ
よ（
笑
）

あ
お
ち
ゃ
ん
と
過
ご
す
時
間
は
、と

っ
て
も
楽
し
い
。も
ち
ろ
ん
大
変
な
時

も
あ
る
け
ど
、あ
お
ち
ゃ
ん
寝
ち
ゃ
う

と
淋
し
い
も
ん（
笑
）
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